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令和５年第４回 

山県市議会定例会会議録 

第１号 １１月３０日（木曜日） 

                                         

○議事日程  第１号 令和５年１１月３０日 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸般の報告について 

 日程第４ 議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 

 日程第５ 議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

 日程第６ 議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

 日程第７ 議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

 日程第８ 議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第９ 議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第10 議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第11 議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第12 質  疑 

      議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 

      議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

      議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

      議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

      議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

      議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

      議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第13 討  論 

      議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 
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      議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

      議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

      議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

      議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

      議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

      議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第14 採  決 

      議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 

      議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

      議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

      議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

      議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

      議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

      議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

 日程第16 議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

 日程第17 議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

 日程第18 議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 日程第19 議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

 日程第20 議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

 日程第21 議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

 日程第22 議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 
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 日程第23 議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第24 議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第25 議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第26 議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第27 議第90号  工事請負契約の締結について 

                                         

○本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸般の報告について 

 日程第４ 議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 

 日程第５ 議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

 日程第６ 議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

 日程第７ 議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

 日程第８ 議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第９ 議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第10 議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第11 議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第12 質  疑 

      議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 

      議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

      議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

      議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

      議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

      議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

      議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第13 討  論 
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      議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 

      議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

      議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

      議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

      議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

      議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

      議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第14 採  決 

      議第70号  山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正する条例について 

      議第71号  山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

      議第72号  山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議第73号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号） 

      議第74号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

      議第75号  令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

      議第76号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号） 

      議第77号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

 日程第16 議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

 日程第17 議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

 日程第18 議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 日程第19 議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

 日程第20 議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

 日程第21 議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を
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改正する条例について 

 日程第22 議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

 日程第23 議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第24 議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第25 議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第26 議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第27 議第90号  工事請負契約の締結について 

                                         

○出席議員（１３名） 

    １番  松 久   茂 君    ２番  田 中 辰 典 君 

    ３番  奥 田 真 也 君    ４番  寺 町 祥 江 君 

    ５番  加 藤 裕 章 君    ６番  古 川 雅 一 君 

    ７番  加 藤 義 信 君    ８番  郷   明 夫 君 

    ９番  操   知 子 君   １０番  福 井 一 德 君 

   １１番  山 崎   通 君   １２番  𠮷 田 茂 広 君 

   １３番  武 藤 孝 成 君 

                                         

○欠席議員（なし） 

                                         

○説明のため出席した者の職氏名 

  市  長  林   宏 優 君  副 市 長  久保田 裕 司 君 

                   理 事 兼   教 育 長  服 部 和 也 君        谷 村 政 彦 君 
                   総務課長 

  企画財政 
        丹 羽 竜 之 君  税務課長  安 達 俊 樹 君 
  課  長 

  市民環境                  
        服 部 裕 司 君  福祉課長  岩 田 豊 実 君 
  課  長                  

  健康介護             子育て支援 
        森   正 和 君        山 田 佐知子 君 
  課  長             課  長 

  農林畜産 
        福 井   淳 君  水道課長  大 西 義 彦 君 
  課  長 

                   まちづくり・ 
  建設課長  棚 橋 和 夫 君        今 井 孝 哉 君 
                   企業支援課長 

                   学校教育   会計管理者  浅 野 浩 昭 君        森 川 勝 介 君 
                   課  長 

  生涯学習 
        藤 根   勝 君 
  課  長 
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○職務のため出席した事務局職員の職氏名 

  事務局長  宇留野 公 男 君  書  記  棚 橋 純 次 君 

  書  記  山 口 真 理 君 
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午前10時00分開会 

○議長（山崎 通君） ただいまの出席議員数は13名であります。定足数に達しておりま

すので、令和５年山県市議会第４回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                         

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（山崎 通君） 日程第１、会議録署名議員の指名について。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第81条の規定により、議長において、８番 郷 

明夫君、９番 操 知子君を指名いたします。 

                                         

 日程第２ 会期の決定について 

○議長（山崎 通君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日11月30日から12月19日までの20日間とし、12月１日から５日

まで、７日から13日まで及び16日から18日までを休会にいたします。これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は本日11月30

日から12月19日までの20日間とし、12月１日から５日まで、７日から13日まで及び16日

から18日までを休会とすることに決定いたしました。 

                                         

 日程第３ 諸般の報告について 

○議長（山崎 通君） 日程第３、諸般の報告についてを議題といたします。 

 監査委員から、地方自治法第235条の２第３項の規定により、令和５年９月から10月ま

でに実施の例月出納検査の結果報告がありました。関係書類は事務局に保管しておりま

す。 

 続きまして、出席いたしました会議について報告いたします。 

 10月16日、岐阜市において、令和５年第２回岐阜地域児童発達支援センター組合議会

定例会が開会され、令和４年度決算の議案を審議し、原案のとおり認定されました。 

 その他、活動報告のとおりです。 

 以上をもちまして、諸般の報告について終わります。 
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 日程第４ 議第70号から日程第11 議第77号まで 

○議長（山崎 通君） 日程第４、議第70号 山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び

期末手当に関する条例の一部を改正する条例について、日程第５、議第71号 山県市常

勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、日程第６、議第72

号 山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、日程第７、議第73

号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号）、日程第８、議第74号 令和５年度

山県市介護保険特別会計補正予算（第２号）、日程第９、議第75号 令和５年度山県市

簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第10、議第76号 令和５年度山県市水

道事業会計補正予算（第２号）、日程第11、議第77号 令和５年度山県市下水道事業会

計補正予算（第２号）、以上８議案を一括議題とし、市長に提案理由の説明を求めます。 

 林市長。 

○市長（林 宏優君） 改めまして、皆さんおはようございます。 

 開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和５年山県市議会第４回定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方

におかれましては、師走を控え、大変お忙しい中御参集を賜り、誠にありがとうござい

ます。 

〔傍聴記者カメラ撮影〕 

○議長（山崎 通君） カメラはいいとは言っていないよ。 

 カメラがいいとは言っていないよ。 

 市長、続けてください。 

○市長（林 宏優君） まず初めに、本市職員が昨日、官製談合防止法違反などの容疑で

逮捕されたことにつきまして、市民の皆様、市議会議員をはじめ、関係機関、関係者の

皆様には大変なる御迷惑、御心配をおかけし、また、信頼を損ねましたことを改めて深

くおわび申し上げます。 

 今後の捜査には全面的に協力させていただくことはもちろん、私が先頭に立ちまして、

全職員一丸となって信頼の回復に取り組んでまいりますので、御理解のほどよろしくお

願いを申し上げます。誠に申し訳ございませんでした。 

 今年も残すところあと１か月余りとなりました。この１年を振り返ってみますと、ウ

クライナ情勢等、その先行きの不確実性が世界経済の見通しの不確実性につながり、原

油、原材料等高騰による物価高騰などの市民生活への影響や、５類へ移行後も依然とし

て新型コロナウイルス感染症の影響が続いているなど、先の見通せない状況の中、市民
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の生命、生活、雇用、事業を守り抜くための対策を講じてきた１年でもございました。 

 本市は、平成15年４月１日の市制施行後、令和５年４月１日に市制施行20年を迎えま

した。この節目となる本年度、30を超える記念事業等を計画し、市民協働で開催してま

いりました。 

 近開催いたしました記念事業では、11月５日に四国山香りの森公園にて山県市レク

リエーションフェスティバル2023を、11月18、19日の２日間にわたりまして、花咲きホ

ールでは花咲きフェスティバルを、また、19日には、大桑の椿野にてやまがた秋のウオ

ーキングイベントをそれぞれ開催し、様々な催しを楽しんでいただけたかと思います。 

 そして来る12月２日には、ハタチの山県市記念式典を市総合体育館にて開催いたしま

す。式典では、本市が誕生して20年の節目を迎え、郷土の先人の偉業を後世に伝え、そ

の業績を広く市民に公開し、ふるさと山県市に対する市民の理解をより深いものとする

ため、郷土の先人の顕彰を行います。午後からはギネス世界記録に挑戦ということで、

も長い紙鉄砲リレーに挑戦する予定でございます。約350名ほどの参加者が順に紙鉄砲

を鳴らしていき、音を鳴らすことに成功した人数によるギネス認定を目指します。紙鉄

砲を鳴らすことによって市制20周年をお祝いするとともに、市民の皆様と力を合わせギ

ネス記録に挑戦する、まさに記憶と記録に残るギネス記録の挑戦としたいと思います。 

 また、翌日３日には、笑いによって心も体も健康になることを目指して、健康づくり

を推進する事業の一環として、冬のお笑いフェスティバルを、美山中央公民館にて開催

いたします。漫才ワークショップ受講者による漫才の発表会と吉本興業所属お笑い芸人

６組によりますスペシャルお笑いライブが行われる予定でございまして、観覧者の方に

はぜひおなかの底からたくさん笑っていただきますよう、また、元気になって帰ってい

ただけたらと思います。 

 市制20周年という節目を迎え、今後も地域経済の維持、再生を図る一方で、地域の魅

力を 大限に創出し、関係人口の増大と、誰もが訪れてみたい、住んでみたい、持続可

能な魅力ある地域づくりに向け、全力を傾注してまいりたいと考えております。依然と

して厳しい状況のさなかではございますが、引き続き緊張感を持って、全庁一丸となり

対応してまいりますので、議員各位におかれましても、一層の御理解と御協力をお願い

申し上げまして、開会の御挨拶とさせていただきます。 

 それでは、ただいま上程されました議案について御説明いたします。 

 初に、資料ナンバー１の条例案件３件について御説明申し上げます。 

 資料ナンバー１の１ページをお願いします。 

 議第70号 山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を
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改正する条例につきましては、国に準じて山県市職員の給与に関する条例の一部を改正

するため、山県市議会議員の期末手当においても同様の支給率分を引き上げる改正を行

うものでございます。 

 次に３ページ、議第71号 山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例につきましても、同様の趣旨による改正でございます。 

 次に５ページ、議第72号 山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

きましては、国に準じて、初任給をはじめ若年層に重点を置いた俸給月額の引上げ、期

末手当及び勤勉手当の支給率の引上げを行うものでございます。 

 次に、資料ナンバー３の補正予算案件５件について御説明を申し上げます。 

 資料ナンバー３、議第73号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号）は、議会

議員、常勤の特別職職員、一般職職員の期末勤勉手当等の引上げ、職員の給与改定等、

人件費に係る補正予算でございます。 

 37ページの議第74号 令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号）、47ペ

ージの議第75号 令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、59ペー

ジの議第76号 令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号）及び71ページの議第

77号 令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号）の補正予算でございますが、

これらも全て職員の期末勤勉手当の引上げ等、人件費に係る補正でございます。 

 以上、御説明を申し上げました条例３案件と補正予算５案件につきましては、基準日

が12月１日現在である期末勤勉手当の本年12月支給分から適用させるため、本日での議

決をお願いしようとするものでございます。 

 十分なる御審議を賜りまして、適切なる御決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

                                         

 日程第12 質疑 

○議長（山崎 通君） 日程第12、質疑。 

 ただいまの市長提出議案、議第70号から議第77号までの８議案に対する質疑を行いま

す。 

 質疑をどうぞ。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 質疑はないものと認めます。これをもちまして、議第70号から議

第77号までの８議案に対する質疑を終結いたします。 



－ 11 － 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議第70号から議第77号までの８議案は、会議規則第37

条第３項の規定により、委員会の付託を省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。したがって、議第70号から議第77号までの

８議案は、委員会の付託を省略することに決定されました。 

                                         

 日程第13 討論 

○議長（山崎 通君） 日程第13、討論。 

 これより議第70号から議第77号までの８議案の討論を行います。 

 初に、反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 討論はないものと認めます。これをもちまして、討論を終結いた

します。 

                                         

 日程第14 採決 

○議長（山崎 通君） 日程第14、採決。 

 ただいまから、議第70号から議第77号までの８議案の採決を行います。 

 議第70号 山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を

改正する条例について、本案を原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること

に決定されました。 

 議第71号 山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい

て、本案を原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること

に決定されました。 

 議第72号 山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、本案を原

案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること

に決定されました。 

 議第73号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第６号）、本案を原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること

に決定されました。 

 議第74号 令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第２号）、本案を原案のと

おり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること

に決定されました。 

 議第75号 令和５年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、本案を原案

のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること

に決定されました。 

 議第76号 令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第２号）、本案を原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること

に決定されました。 

 議第77号 令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第２号）、本案を原案のとお

り可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すること
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に決定されました。 

                                         

 日程第15 議第78号から日程第27 議第90号まで 

○議長（山崎 通君） 日程第15、議第78号 山県市情報通信技術を活用した行政の推進

に関する条例について、日程第16、議第79号 山県市監査委員条例の一部を改正する条

例について、日程第17、議第80号 山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例に

ついて、日程第18、議第81号 山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、日程第19、議第82号 山

県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例について、日程第20、議第83号 山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正

する条例について、日程第21、議第84号 山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例について、日程第22、議第85号 令和５年度山県市一般

会計補正予算（第７号）、日程第23、議第86号 令和５年度山県市国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）、日程第24、議第87号 令和５年度山県市介護保険特別会計補正

予算（第３号）、日程第25、議第88号 令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３

号）、日程第26、議第89号 令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号）、日

程第27、議第90号 工事請負契約の締結について、以上13議案を一括議題とし、市長に

提案理由の説明を求めます。 

 林市長。 

○市長（林 宏優君） 先ほど上程されました８議案につきまして、適切なる御決定をい

ただき、ありがとうございました。 

 それでは、ただいま上程されました議案について御説明をいたします。 

 ただいま上程いたしました議案は、条例案件７件、補正予算案件５件、その他案件１

件でございます。 

 資料ナンバー１の10ページをお願いいたします。 

 資料ナンバー１、10ページ、議第78号 山県市情報通信技術を活用した行政の推進に

関する条例につきましては、市の条例及び規則に規定する行政手続等について、円滑か

つ効率的にオンライン化を進めるため、この条例を制定するものでございます。 

 次に16ページ、議第79号 山県市監査委員条例の一部を改正する条例につきましては、

地方自治法の一部を改正する法律が公布され、条例中で地方自治法を引用している条に

ずれが生じることに伴いまして改正するものでございます。 

 次に17ページ、議第80号 山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例につきま
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しては、公務の効率的運営を確保するため、民間人材の公務に有用で専門的な知識経験

等を有する者、また、一時的に人員が必要となった場合、任期つきで職員を採用するた

め、条例を制定するものでございます。 

 次に22ページ、議第81号 山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につきましては、関係法令の一部が改

正されたことに伴い、引用等に関する所要の改正を行うものでございます。 

 次に24ページ、議第82号 山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例につきましては、放課後児童健全育成事業につい

て、こども家庭庁の通知により放課後児童支援員の資格要件が条件緩和されたことから、

所要の改正を行うものでございます。 

 次に25ページ、議第83号 山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例に

つきましては、空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律の一部が改

正され、本法律の引用条項にずれが生じたため、所要の改正を行うものでございます。 

 次に26ページ、議第84号 山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一

部を改正する条例につきましては、簡易水道事業が令和６年４月１日から地方公営企業

法の規定を全部適用することに伴い改正するものでございます。 

 続いて、資料ナンバー４の補正予算案件５件について御説明をいたします。 

 資料ナンバー４をお願いします。 

 議第85号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号）は、9,722万円を追加し、予

算の総額を153億509万6,000円とするほか、繰越明許費及び地方債の補正をしようとする

ものでございます。 

 歳出の主なものから御説明申し上げます。 

 10ページをお願いします。 

 10ページの総務費425万1,000円は、2024年問題などの要因から起こる公共交通分野の

人手不足などに対応するため、必要となる車両を購入しようとするものでございます。

財源は過疎債の借入れを予定しています。 

 民生費に入りまして、介護保険特別会計の繰出金96万6,000円、福祉医療費2,547万2,000

円は、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの流行などから医療機関への受診が

増加したことなどによるもので、県補助金を２分の１計上しております。 

 11ページ、障がい者自立支援事業の扶助費800万円は、利用者増加によります実績見込

みによるもので、給付審査支払いシステム改修の33万円は、報酬改定に対応するため追

加するもので、財源は扶助費、国庫負担金２分の１、県負担金４分の１計上し、システ
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ム改修は国庫補助金を２分の１計上いたしております。 

 保健福祉ふれあいセンター改修工事1,882万2,000円は、建築資材価格の高騰等による

経費の増加に対応するため事業費を増額するもので、財源は合併特例債を予定いたして

おります。 

 次の施設型給付費等負担金1,723万9,000円は、認定こども園の教育部分と早期入所等

の入所者数が増えたことによるもので、国庫負担金２分の１、県負担金４分の１を計上

いたしております。 

 12ページにわたりますが、昨年度実績に伴う精算返還金として、子ども子育て支援制

度に関係交付金の735万4,000円、子育て世帯生活支援特別給付金360万円を追加しており

ます。 

 生活保護費700万円は高額医療費の増加により追加するもので、国庫負担金を４分の３

計上いたしております。 

 次に衛生費に入りまして、13ページにわたります予防費72万3,000円と母子保健費の27

万5,000円は、昨年度実績に伴う精算返還金で、犬猫等収集処理委託料116万8,000円は、

公道などにおいて事故等で死亡した動物の処理頭数が増加したことによる増額によるも

のでございます。 

 クリーンセンター長期契約事業者選定支援業務委託料572万円は、クリーンセンターの

次期長期包括契約を見据え、長期契約事業者選定に係る支援を受けるため追加するもの

でございます。 

 次に14ページ、農林水産業費185万円と下段の土木費の185万円の減額は、下水道事業

会計補助金の集排分と公共下水道分で、下水道事業の企業債借入れに伴い、一般会計か

らの補助金を減額するものでございます。 

 中段の道路新設改良費は、地方債の組替えによる財源更正でございます。 

 ８ページの歳入にお戻りください。 

 ８ページをお願いします。 

 歳入につきましては歳出補正に連動したもので、不足する財源につきましては財政調

整基金を6,306万8,000円繰り入れることといたしております。 

 次に４ページをお願いします。 

 ４ページの第２表繰越明許費補正につきましては、公共交通用車両購入事業、クリー

ンセンター長期契約事業者選定支援業務、市道02011号線道路改良事業（西深瀬農免道

路）、青波地内橋梁（無名橋）改修事業、市道14009号線道路改良工事負担金、山県消防

署車庫改修事業は、適正工期を確保するなどの理由によりまして設定するものでござい
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ます。 

 下段の変更は、今般の補正に伴いまして保健福祉ふれあいセンター改修事業の繰越額

を増額変更するものでございます。 

 ５ページに移りまして、第３表地方債補正につきましては、新たに発行することとし

た事業を追加し、下段の変更は、事業費の増額や地方債の組替えにより借入限度額を変

更するものでございます。 

 17ページをお願いします。 

 17ページ、議第86号 令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、

225万1,000円を追加し、予算の総額を33億460万7,000円にしようとするものでございま

す。 

 内容としましては、国民健康保険制度改正に伴う業務システムの改修と昨年度の実績

額の確定に伴う精算返還金でございます。 

 25ページをお願いします。 

 25ページ、議第87号 令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号）は193万

1,000円を追加し、予算の総額を32億9,118万8,000円にしようとするもので、内容は介護

保険制度改正に伴う業務システムの改修でございます。 

 33ページをお願いします。 

 33ページ、議第88号 令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号）は、予算第

３条に定めた収益的支出に3,681万円を追加するほか、債務負担行為を設定するものでご

ざいます。内容としましては、不足が見込まれる修繕費・路面復旧費を増額するもので

ございます。 

 債務負担行為の設定につきましては、工事発注の平準化を図るため、来年度に予定し

ております当該工事を年度内に発注できるよう追加するものでございます。 

 次に41ページをお願いします。 

 41ページ、議第89号 令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号）は、予算

第３条に定めた収益的支出から370万円を減額するほか、企業債の借入れを設定するもの

でございます。内容としましては、企業債借入れに伴い、その相当額を一般会計からの

補助金を減額するものでございます。 

 以上で補正予算に関する説明を終わります。 

 次に、29ページをお願いします。 

 議第90号 工事請負契約の締結につきましては、地方自治法第96条第１項第５号及び

山県市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に
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より議会の議決を求めるものでございます。 

 （仮称）北部地域コミュニティセンター建築工事の入札につきましては、指名競争入

札として７社が入札に参加し、11月６日に入札を執行した結果、 低価格入札者である

梅田建設株式会社と11月10日に仮契約を２億8,520万8,000円で締結いたしましたので、

議決を求めるものでございます。 

 以上でございますが、議員各位におかれましては、適切なる御審議を賜りますようお

願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

                                         

○議長（山崎 通君） 以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 なお、12月６日は午前10時より会議を再開いたします。 

 本日はこれにて会議を閉じ、散会いたします。御苦労さまでした。 

午前10時37分散会 
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令和５年第４回 

山県市議会定例会会議録 

第２号 １２月６日（水曜日） 

                                         

○議事日程  第２号 令和５年１２月６日 

 日程第１ 議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 日程第２ 議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

 日程第３ 議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

 日程第４ 議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第５ 質  疑 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 
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 日程第６ 委員会付託 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

                                         

○本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 日程第２ 議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

 日程第３ 議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

 日程第４ 議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第５ 質  疑 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 
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      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第６ 委員会付託 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を
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改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

                                         

○出席議員（１３名） 

    １番  松 久   茂 君    ２番  田 中 辰 典 君 

    ３番  奥 田 真 也 君    ４番  寺 町 祥 江 君 

    ５番  加 藤 裕 章 君    ６番  古 川 雅 一 君 

    ７番  加 藤 義 信 君    ８番  郷   明 夫 君 

    ９番  操   知 子 君   １０番  福 井 一 德 君 

   １１番  山 崎   通 君   １２番  𠮷 田 茂 広 君 

   １３番  武 藤 孝 成 君 

                                         

○欠席議員（なし） 
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午前10時00分開議 

○議長（山崎 通君） ただいまの出席議員数は13名であります。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                         

 日程第１ 議第91号から日程第４ 議第94号まで 

○議長（山崎 通君） 日程第１、議第91号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例について、日程第２、議第92号 山県市手数料条例の一部を改正する条例につい

て、日程第３、議第93号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号）、日程第４、

議第94号 工事請負契約の変更契約の締結について、以上４議案について、市長に提案

理由の説明を求めます。 

 林市長。 

○市長（林 宏優君） それでは、ただいま上程されました案件につきまして御説明を申

し上げます。 

 資料ナンバー５を御覧ください。 

 資料ナンバー５の１ページ、議第91号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例につきましては、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一

部を改正する法律の施行に伴いまして、出産するまたは出産した国民健康保険被保険者

に係る保険税のうち、産前産後期間相当分の所得割額と均等割額を免除するための所要

の改正を行うものでございます。 

 続いて４ページをお願いします。 

 議第92号 山県市手数料条例の一部を改正する条例につきましては、戸籍法の一部を

改正する法律の施行に伴い、新たに手数料を徴収する事務及び金額等を規定するため、

所要の改正を行うものでございます。 

 続きまして、資料ナンバー７の補正予算案件１件について御説明を申し上げます。 

 資料ナンバー７をお願いします。 

 議第93号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号）は、歳入歳出予算の総額に

１億9,575万円を追加し、155億84万6,000円としようとするものでございます。本補正予

算は、国のデフレ完全脱却のための総合経済対策に盛り込まれた低所得者世帯に対する

給付金事業で、さきに実施いたしました１世帯当たり３万円を給付した低所得世帯支援

給付金給付事業の対象世帯に対し、今回、１世帯当たり７万円を追加し、合計で10万円

を目安として支援を拡大するものでございます。 
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 ７ページをお願いします。 

 ７ページ、歳出の内訳としましては、給付事務に係る経費といたしまして675万円の事

務費と支援給付金１億8,900万円で、対象世帯数は2,700世帯を見込んでおります。財源

といたしましては、全額物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を計上いたしており

ます。 

 続いて、資料ナンバー５のその他案件について御説明申し上げます。 

 資料ナンバー５の10ページをお願いします。 

 議第94号 工事請負契約の変更契約の締結につきましては、令和４年第４回定例会に

おいて、議第111号議案により議決をいただきました美山支所及び山村開発センター解体

工事について、新たな建物のため残置予定であった擁壁が土をとどめる機能を有しない

ことが判明し、それを撤去するための工事を追加したことによりまして請負金額を変更

するもので、地方自治法第96条第１項第５号及び山県市議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 以上でございますが、議員各位におかれましては、適切なる御審議を賜りますようお

願いを申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

                                         

 日程第５ 質疑 

○議長（山崎 通君） 日程第５、質疑。 

 市長提出議案、議第78号 山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例に

ついてから議第94号 工事請負契約の変更契約の締結についてまでの17議案に対する質

疑を行います。 

 質疑の通告がありますので、通告順により順次発言を許します。 

 通告順位１番 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 議長から御指名をいただきましたので、２点質疑を行いたいと

思います。 

 議第80号 山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例についてということで、

資料は１の17ページです。一般職の任期付職員という制度を山県市として取り入れる現

時点での必要性と緊急性はどこにあるのか。 

 そして２点目には、従来の非正規雇用の職員を会計年度任用職員という全国的に統一

した制度にして、さらに会計年度任用ではなく定年延長に伴う再任用職員もあり、今回

の３年から長くて５年と言われている任期付職員制度を取り入れると、雇用形態の違う
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職員が幾層にも生まれ、そのことが職場運営上うまくいくのか、この点について、内部

でどのように検討されてきたのか。 

 それから第２条の１項に、高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有する者と規定

される特定任期付職員の給与表が21ページ、別表第７条関係として掲載されている。こ

れによれば、１号給は456万、２号給が512万4,000、３号給が572万4,000、４号給が646

万8,000、５号給が738万になる。期末手当が支給されれば、さらに100万から150万が追

加をされる。このような雇用の想定になる人は、企業や地方公共団体などの定年者を想

定しているのか、もしくは企業からの出向などが想定されているのか。 

 第７条の４項、５項にある特定任期付職員のうち、特に顕著な業績を上げたと認めら

れる職員には業績手当を支給できるとある。その額は、市の規則で定めるとある。顕著

な業績の評価基準はどのような内容か、誰が評価を決定するのか。また、市の規則で額

を決定するとなっているが、どの程度の金額を想定しているのか。 

 第10条では、任期付短期時間勤務職員には扶養手当、住居手当、通勤手当は適用しな

いと定められているが、任期付職員は適用されるのか。 

 続けていいですか。 

○議長（山崎 通君） どちらでもよろしいです。 

○１０番（福井一德君） 分かりました。じゃ、一旦ここで切って、すみません、質問しま

す。 

○議長（山崎 通君） 谷村理事兼総務課長。 

○理事兼総務課長（谷村政彦君） 福井議員の御質問にお答えします。 

 御質問の１点目、任期付職員の必要性と緊急性についてでございますが、行政の高度

化、多様化など複雑化する行政課題に対応していくための専門的知識を有する職員も必

要となってきておりますので、多様な人材確保のために制度化をするものでございます。 

 ２点目、雇用形態の違う職員が混在することによる職場運営上の課題等については、

現在も正職員、暫定再任用職員、会計年度任用職員が混在しており、会計年度任用職員

については、さらにフルタイムもあれば短時間労働の場合もあります。さらには、職員

の都合、例えば育児休業や病気休暇なども勘案し、人事異動や会計年度任用職員の配置

などにより、組織を運営している現状でございます。任期付職員につきましても、今後

任用した場合でもそんなに大勢の人数を予定はしておらず、人事行政上大きな影響はな

いものと考えております。 

 ３点目、雇用の想定となる人についての御質問ですが、高度な専門的な知識、経験ま

たは優れた識見を有する者として議員御発言のような方も想定されますし、また、医師



－ 27 － 

や弁護士、公認会計士など資格を有する方なども想定されます。 

 また、第３条、第４条の規定によります一般任期付職員については、特別に高度な専

門的識見や経験を求められるものではございませんので、御理解いただきたいと思いま

す。 

 ４点目、業績評価の基準についてですが、任用の際に期待された業績に照らし、例え

ば数値目標などを著しく超える成果を得た場合や、予定よりも極めて短い期間で成果を

得た場合などにおいて、所属長をはじめ、副市長及び市長により評価を決定する予定で

ございます。また、業績手当の額につきましては、給与月額の１月分を上限とし、決定

する予定でおります。 

 ５点目、職員手当についての御質問ですが、特定任期付職員は、条件によりまして通

勤手当のほか、期末手当、業績手当、管理職特別勤務手当などが支給可能でございます。

一般任期付職員については、一般職の職員と同様、通勤手当、扶養手当、住居手当、期

末勤勉手当、時間外手当などが条件により支給されますが、中でも任期付短時間勤務職

員につきましては、扶養手当、住居手当は支給されません。なお、議員御指摘の第10条

の質問のときに、任期付短時間職員に扶養手当、住居手当、通勤手当は適用しないとい

うふうに御質問があったと思いますが、第10条の規定によります給与条例の14条から15

条の２まで及び第16条の２の規定についてということでの御質問だったと思います。こ

れは、扶養手当、住居手当、16条の２については単身赴任手当でございますので、通勤

手当は支給されないという認識はちょっと誤認だと思いますので、御理解いただきたい

と思います。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 今答弁いただいた中で再質問したいと思うんですが、１つは例

えば弁護士とか医師とか、公認会計士というようなことを具体的な専門的な資格という

ことで言われたんですけれども、例えば顧問弁護士でも年間でいろんな枠で決めてある

と思うんですけど、特別にその事由に応じて、いわゆるお金を払っていろいろやっても

らうということも可能だと思うんですよね。だから、そういうことではなくて、任期付

職員として例えばそういうのを採用するという必要があるかどうか。公認会計士もそう

だと思うんですけど、その点についてお伺いしたいのと、それから、先ほど職場運営上

の関係でいえばそんなに多くないので、そう問題は出てこないというような形でした。

ということは想定人数、ある程度想定されているかなというふうに思うんですけど、実

際にはどのぐらいのことを想定されてこういう制度をつくろうとされているか、その２
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点についてお伺いします。 

○議長（山崎 通君） 谷村理事兼総務課長。 

○理事兼総務課長（谷村政彦君） 御質問にお答えします。 

 顧問弁護士や公認会計士など例を挙げさせていただいたわけですけれども、顧問弁護

士などは顧問弁護料、別で契約しておりますので、特に弁護士が必要な場合、顧問弁護

士を任期付の職員として雇用するというつもりは特にはございませんが、特別必要な場

合などについて、任期付で雇用をする可能性があるということでございます。 

 あと、人数についてでは、そう多くないというふうに申し上げましたけれども、今、

人数の想定はございません。例えば、今、育休で休んでおります職員もございます。そ

ういった方の復帰までの期間を、こういった任期付職員で賄うということも、この制度

によって可能となりますので、そういったことも想定の中にはございます。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） まだ具体的に想定して云々ということではなくて、そういう状

況があればいろいろ対応できるようにしたいというような形かなというふうに理解をし

ました。 

 職員の休業等々については短期的な形でフォローするというのはあり得るかなという

ふうに思いますが、そんな中身かと思います。 

 続いて、次の質問に入ります。 

 議第82号 山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例についてということで、子育て支援課長にお伺いします。 

 提案では、資格要件の緩和により、こども家庭庁からの指示による条例改正であると

いう説明でした。放課後児童支援員の安定確保のためというふうにあるんですけれども、

１つは、安定確保ができない主たる理由が、従事するまでの当該研修を受けることが困

難なのか。短時間勤務で給与も少なく、応募者がなかなか少ないというのはこの間の中

で私は聞いているんですけれども、安定確保ができない主要な要因がどこにあるかとい

うことの関係でいうと、現状の児童支援員の方の勤務時間とか給与実態がどうなってい

るかというあたりも含めてお尋ねをします。 

 ２つ目は、当初の当該研修が従事することになった日から２年以内に緩和をされると

いうことですけど、これ普通に見ると、最長２年も研修を延ばしていいような研修内容

なのか。研修のカリキュラムについて中身をお尋ねしたいのと、当該研修を２年延ばし

ても放課後児童支援員に従事できるというふうに国が言っているんですけど、何ででき
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るのかというあたりについてお尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 山田子育て支援課長。 

○子育て支援課長（山田佐知子君） 福井議員の御質問にお答えします。 

 従事するまでに当該研修を受けることが困難なのかについてですが、放課後児童支援

員認定資格研修を受講するためには、都道府県が実施します年に１度の県内３会場で開

催され、受講申込み期限が７月末、研修は10月から12月にかけて開催されております。

この受講機会を逃すと次年度に受講しなければならなくなるため、２年間延ばすことで

受講機会を増やすための改正となります。 

 そして、現状の勤務時間と給与実態については、各クラブのリーダーとなる支援員は

１日５時間、その他の支援員は通常時３時間、長期休業時は１日５時間ないし６時間で

雇用しております。給与実態としましては、経験や勤務時間によって昇給等の実施や、

国の動向に合わせたベースアップを行っております。 

 ２点目ですが、研修のカリキュラムのほうにつきましては、放課後児童健全育成事業

の基本的事項をはじめ、児童の発達の理解、子供の遊びの理解、安全対策等の16の講義

がありまして、１講座90分、４日間の受講となります。 

 また、当該研修を２年延ばしても放課後児童支援員に従事できるのはなぜかについて

でございますが、この支援員認定資格研修の受講資格者は、保育士資格、社会福祉士資

格、教員免許の保持者や補助員として５年以上放課後児童健全育成事業に従事した方と

なっております。この方々は基本的な知識を備えているため、２年間延ばしても従事で

きるものと考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 山県市ではどうしようもないことかなというふうに思ったんで

すけど、年に１回しかやらないこと自身が問題で、複数回やろうとかそういうのはなか

ったんでしょうかねというのは私の感想です。答弁は要りません。 

 いずれにしても、いろんな分野で実際に経験をして積んだという方が従事していると

いうことであれば、あまりその資格の云々というのは、もう少しいろんな方法があるか

なというふうに思いますが、状況についてはよく分かりましたので、以上で質問を終わ

りたいと思います。 

○議長（山崎 通君） 以上で福井一德君の質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山崎 通君） 質疑はないものと認めます。 

 これをもちまして、議第78号 山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条

例についてから議第94号 工事請負契約の変更契約の締結についてまでの17議案に対す

る質疑を終結いたします。 

                                         

 日程第６ 委員会付託 

○議長（山崎 通君） 日程第６、委員会付託。 

 議第78号 山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例についてから議第

94号 工事請負契約の変更契約の締結についてまでの17議案は、会議規則第37条第１項

の規定に基づき、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任

委員会に付託します。 

                                         

○議長（山崎 通君） 以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 ８日金曜日は総務産業建設委員会、11日月曜日は厚生文教委員会をそれぞれ午前10時

から開催します。14日木曜日は午前10時より会議を再開いたします。 

 本日はこれにて会議を閉じ、散会いたします。御苦労さまでした。 

午前10時22分散会 
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午前10時00分開議 

○議長（山崎 通君） ただいまの出席議員数は12名であります。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                         

 日程第１ 一般質問 

○議長（山崎 通君） 日程第１、一般質問。 

 ただいまから、通告順位に従いまして、一般質問を行います。 

 通告順位１番 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） おはようございます。日本共産党の福井一德です。 

 議長から御指名いただきましたので、３問一般質問を行いたいと思います。 

 まず、第１問目、伊自良地区への大規模養鶏場の進出についてお尋ねをします。 

 かねてから伊自良地区では、太陽光発電の拡充や耕作放棄地の増大が問題視されて、

私は、太陽光発電の設置に関する山県市の条例制定について議会でも取り上げてきまし

た。そんな中で、120万羽という大規模なウインドレス鶏舎の養鶏場が来るという話が出

ています。 

 そこで、大規模養鶏場の進出状況について、以下の４点について農林畜産課長にお尋

ねをいたします。 

 １点目、大規模養鶏場の伊自良地区への進出に関する、この間の経緯について。 

 ２点目、進出希望の事業者の会社概要と進出に当たっての規模、環境対策の内容につ

いて。特に、山県市の養鶏場の現状と今回の規模、現行の事業者との競合問題の発生な

どについて。環境問題では、臭気対策、汚水対策、交通対応などについての詳しい内容

について。 

 ３点目、一部住民からは、地域住民に対する地元説明会が現在まで行われていないと

の声がありますが、これは事実か。この間の伊自良地域の住民に対する説明会の開催状

況、主催、回数、開催場所、人数、意見などについて、お尋ねをします。 

 ４点目、伊佐美に 近、数年前できた養鶏場に関し、一部周辺住民から異臭に四六時

中大変困っているとの指摘があると聞きました。もしそうならば、環境対策上問題であ

るが、それは、まず事実か。それから、市民からの苦情があるとしたら、市としてはどの

ような対応をしているか。農林畜産課長にお尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 御質問にお答えします。 
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 御質問の１点目、大規模養鶏場の伊自良地区に関する、この間の経緯についてでござ

いますが、令和４年９月15日に、事業計画者より洞田地区での養鶏場建設についての御

相談をいただきました。また、令和４年10月26日には、事業計画者が関係団体を集め、

計画概要の説明が実施されました。それ以降、２か月に１回程度、事業計画者より地元

調査や関連企業との調整についての報告を受けております。 

 御質問の２点目、進出希望事業者の会社概要と進出に当たっての規模や競合問題、環

境対策の内容についてでございますが、事業計画者は、もともと岐阜市にある会社でご

ざいますが、親会社は、県外に本社があり、普通鶏卵、高級鶏卵、医療用鶏卵の製造販

売や鶏卵加工品の販売をされている会社でございます。 

 施設の計画規模につきましては、鶏舎が４棟で約１万2,000平方メートル、卵選別包装

施設が１棟で約9,000平方メートル、鶏ふん処理施設が１棟で約5,000平方メートルの計

画となっております。規模としましては、約120万羽が飼育可能な施設となっております。 

 なお、現在、山県市伊佐美地内で約15万羽の育成鶏を飼育している施設がございます。

事業計画者以外では、現在養鶏を営んでいる方は７者お見えになり、合計約31万羽飼育

されています。競合問題の発生については、不明でございます。 

 環境対策として、まず臭気対策としては、鶏舎はウインドレス鶏舎で湿度管理を行い、

鶏ふんは、地下ベルトで堆肥舎に搬出され、微酸性電解水を噴霧するなどの近代的な臭

気施設を装備し、岐阜県の環境基準以下となるような鶏舎を計画しております。排水は

浄化槽を設置し、岐阜県の環境基準以下となるような鶏舎を計画しております。失礼い

たしました。排水は浄化槽を設置し、国の基準以下とした上での排水予定となっており

ます。 

 交通対策としては、１日当たり10台から20台のトラック通行が想定されますので、地

元優先での通行はもちろん、これから想定し得る課題を事業計画者様と協議していくこ

とになると考えております。 

 御質問の３点目、一部の住民は、地域住民に対する地域説明会が現在まで行われてい

ないとの声があるが、これは事実か。この間の伊自良地域の住民に対する説明会の開催

状況、主催、回数、開催場所、人数、意見などについてでございますが、主催である事業

者からの報告によりますと、 初に、令和４年９月末に、洞田自治会長を通じ、会社概

要や計画予定地、鶏舎建設計画図面などの資料にて、洞田自治会住民の方に回覧板にて

報告されました。その後、令和４年12月15日に、洞田公民館にて班長10名に対し説明会

を開催。令和５年１月29日には、洞田公民館にて地元住民の方に対し、午前の部22名、

午後の部17名が参加された説明会を実施し、排水や臭いに関する質問があったとの報告
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を受けております。 

 御質問の４点目、伊佐美に 近、数年前にできた養鶏場に関し、一部周辺住民から異

臭に四六時中大変困っているとの指摘があると聞いたが、事実かどうか、また、市民か

らの苦情があるとしたら、市としてはどのような対応をしているかでございますが、令

和４年度は、臭気に関する情報提供が２件ございました。職員は現地を確認し、その状

況を事業者に伝え、後日、報告を受けたところ、臭気施設には問題はなく、場内の掃除

をした際に発生した臭気であることが判明しました。事業者には業務内容及び臭気対策

の徹底を指導いたしました。また、令和５年度におきましては、現在まで臭気に関する

情報提供はございません。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 今、答弁がされました。 

 去年の９月15日に、洞田地区に養鶏場を造りたいということで相談があって、その他

関係団体を含めた具体的な説明を進めているということでした。 

 地域の住民の関係では、９月の末にですか、洞田の自治会長を通じて計画の概要の説

明等を行った後、班長会も開いて具体的な説明をし、地元では今年１月29日ですか、２

回、39名ということですけど、住民の説明会を開いたということでした。 

 それで、会社の概要ですが、私も調べました。ここの本社、石川県の大手、名前は伏

せますが、かなり大きく手広くやっているということでした。今の課長の報告によると、

ざっと8,000坪近く、かなり大きなスペースでやろうということになっているということ

でした。 

 私は、現在、地元でも養鶏場が幾つかあるので、競合問題をちょっと心配しているん

ですが、今のところ状況は分からないということなので、今後、いろんな問題が出たと

きには、それぞれ市としての相談に乗ったりとか、いろんな対策が必要かなというふう

に思います。 

 環境対策の問題では、実は、これを調べると、鶏の病、「鶏病研究会報」というのがあ

って、養鶏場における環境問題の現状と対策ということで詳細が載っていました。悪臭

とか、粉じんとか、ハエとか、水質汚濁ということで、これをずっと読んでみますと、鶏

舎の洗浄、消毒等々を含めて相当水質管理も大事だということで、今、浄化槽でやると

いうような報告がありましたが、こういう中身についても具体的に、中には条例で規制

を上乗せしているとかというようなことも情報で載っていますので、そこら辺りは、今

ずっと協議を進めているということですので、ぜひしっかり、そこら辺りはやってほし
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いなというふうに思います。 

 それで、現状を受けて、同じ会社が伊佐美地区でやっているけれども、四六時中悪臭

が漂って問題だというような声もありましたけれども、これ、私も現地に行って実際確

認をしました。そうしたら、もうほとんど現場まで行かないと臭いはしない。今、インフ

ルエンザで消毒されているので、少し開けて消毒していて、臭いがそこまで行くと分か

るということですけど、四六時中住民が困って云々ということは、実態としても、実際

現場へ行ってみましたが、ほとんど問題はありませんでした。 

 今の答弁を聞いていて大事だというふうに思うのは、スタートに当たってはいろんな

準備をすると思うんですけど、将来的にわたって長くやっぱり事業をやっていくという

関係で言うと、いろんな問題が、10年後とか20年後、起き得る可能性があると思うんで

すよね。そういう意味で言うと、地域住民とか養鶏業者との間で、いろんな協定書とか

確認書をきちっと交わしておくということだとか、自治会とか水利組合との協議をする

とか。 

 その際に、私、大事だと思うのは、自治会任せにすると、相手は大きな会社なんです

よね。一生懸命やられるとは思うんですけれども、きちっとそういう問題を解決すると

いう意味では、私は、市がちゃんと間に入って、そういう協定書だとか、それから、協議

の場を設定するというようなことをあらかじめ確認しておくということが必要だと思う

んですが、その点について農林畜産課長にお尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 再質問にお答えします。 

 地元との取り交わし、明文化したらいかがという御質問だったと思います。 

 覚書を地元の自治会と、あと事業計画者様で、令和５年の９月に覚書の取り交わしを

されたと聞いております。その際には、取り交わしを行われる前に、地元の方と自治会

の方ですけれども、市役所にも御相談にお見えになられて、行政としての見解を申し上

げたという経緯がございました。 

 それで、今後、この事業者様が供用を開始される前に協定書のほうも取り交わされる

と聞いております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 覚書とか協定書については結ぶという話でしたので、その中身

についても市に相談しながらということでした。 

 それで、これは再質問ではありませんけれども、この中身に関わって、将来的にもト
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ラブルが起こったときには、行政がきちっと中に入ってやるというようなことなんかを

きちんとやっぱり確認して進めてほしいというふうに思います。 

 そのことをお願いして、１点目の質問については終わりたいと思います。 

 ２点目、給食無償化に続いて、給食への有機米の導入についてお尋ねをします。 

 先日、11月26日日曜日に「ＮＨＫスペシャル」というのをやっていまして、シリーズ

食の防衛線、１と２があるんですが、自給率38％、日本の危機、主食米が非常事態、農

家激減の打開策はという特集番組を放映していました。世界での紛争や気候変動の中で

食料安全保障をどうするか。食への意識の変革が求められるということが投げかけされ

ていました。 

 番組を見ていましたら、 終盤に千葉県のいすみ市、人口３万5,500人の農作物が豊か

に実る田園都市での地産地消の取組として、有機米を育て給食に導入している様子が報

道されました。学校給食に価格1.5倍の有機米を農家が栽培して、それを給食に使用して、

地域の農業の担い手を守ろうという取組です。 

 こうした有機米の給食への採用は、千葉県の人口13万6,000の木更津市や、人口が増え

続けている人口８万5,000の京都の亀岡市などでも行われており、今後さらに広がるだろ

うということでした。 

 山県市では、今では県下でも全国でも珍しくなった自校方式の給食を継続し、ランチ

ルームを各校に設置して、楽しみある給食を実現しています。 

 以前、高山市の議員さんたちと一緒に富岡小学校の給食を視察研修して、食事も頂き

ました。 

 山県市では、県下に先駆けて、給食費の無償化も昨年２学期からスタートさせました。

これも非常に注目の的になっています。 

 そして、全国では、少子化の進展とともに小中学校の統廃合が進められている中で、

山県市では、９つの小学校、３つの中学校を統廃合せず、第３の道を選択して、山県学

園構想を進めています。 

 そのような中で、今度は学校給食への有機米の採用という話が出てきました。 

 そこで、教育長に、学校給食への有機米の採用に向けて、教育委員会の考え方や進め

方についてお尋ねをします。 

 また、農林畜産課長には、１つ、具体的に事業化するに当たり、山県市の現在の米の

作付面積及び有機米栽培の実績について、２つ目、給食への有機米採用に当たり、実施

に向けてはどのような課題があるのか、３点目、事業化する上で、現在の検討状況及び

今後の検討、実施スケジュールについての３点をお尋ねいたします。 
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○議長（山崎 通君） 服部教育長。 

○教育長（服部和也君） 有機米の導入についてお答えいたします。 

 山県市の学校給食は、各学校で調理する自校方式、いわゆる自校給食を全校の児童・

生徒と教職員が一堂に会してランチルームで食事を取る形式です。効率化が優先される

時代にあっては、消えゆく懐かしい光景と言えるでしょうが、このスタイルは堅持して

いく方針です。 

 現在、山県市としましては、保護者の経済的支援を目的にした給食費無償化の施策を

進め、給食費を公費で負担しています。物価高騰の影響を直接受ける給食に対し、給食

費ありきの食材選びではなく、児童・生徒にとって安全で栄養価を確保した食材をきち

んと提供できています。 

 さらに、山県市の学校給食の特徴は、地産地消を基軸に、山県市産のお米を指定米と

して県の学校給食会から購入し、野菜の食材も、市内産、県内産、国内産の順に優先順

位を定め、地元業者から直接購入し、使用する仕組みを取っております。 

 また、児童・生徒に配付される献立表には、山県市産の食材には、ナッチョル君のマ

ークや星印をつけ、地産地消を見える化しています。 

 議員御指摘の有機米の使用につきましては、これまでどおり、地産地消の考えにのっ

とって検討すべきであると考えます。教育委員会としましては、給食に地元の安全な食

材を出したいという方針に変わりはなく、地産地消の延長線上に有機米が確保できるの

であれば、導入について前向きな議論を進める意義があると考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 御質問にお答えします。 

 御質問の１点目、具体的に事業化するに当たり、山県市の現在の米の作付面積及び有

機米栽培の実績についてでございますが、山県市の水稲作付面積は約350ヘクタールとな

っております。また、有機米の栽培につきましては、現在、正確な実績は把握しており

ませんが、少人数の方が無農薬で、また化学肥料を使用しない手法により栽培されてい

ることは認識しております。 

 御質問の２点目、給食への有機米採用に当たり、実施に向けてはどのような課題があ

るのかについてでございますが、本年度の市立小中学校の学校給食で米飯に使用するお

米の計画数量は460俵でございます。 

 課題の１つ目として、有機米の収穫量は、現在使用しているお米より４割近く減ると

の比較調査を鑑みますと、耕作面積の確保が１つの課題になると考えております。 
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 ２つ目の課題として、無農薬にて栽培するため、防草や防虫に関する手間や時間を要

し、さらに、有機栽培には、日本農業規格ＪＡＳの基準があるため、その基準に即した

資材の使用やその購入管理、使用機械の保管管理、それを記録し整理する事務なども必

要となり、生産者の御理解と御協力が必要となります。 

 御質問の３点目、事業化する上での現在の検討状況及び今後の実施スケジュールにつ

いてでございますが、今年度11月よりＪＡぎふ様と有機栽培についての勉強会及び有機

米供給に向けての協議を始めたところでございます。今後も協議を重ね、課題への対策

を行ってまいります。 

 実施スケジュールは、多くの課題と不確定要素が多いため、現時点において申し上げ

ることはできませんが、有機栽培に興味を持たれ、有機農法を実施される農家様とＪＡ

ぎふ様と山県市が連携して供給できるよう強く推し進めたいと考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 今、教育長と農林畜産課長から御答弁をいただきました。 

 教育長の答弁の中では、地産地消を基軸にして、山県市産のお米を指定米ということ

で、岐阜県の学校給食会から購入しているという話でした。 

 山県市の食材を見える化ということで、ナッチョル君とか星マークをつけて献立表に

書いてあるということですが、私も給食の場所を見学させていただいたときに、かなり

そういうことをいろいろアピールされて、非常に子供たちにとっても食を考える上でい

いことだなというふうに思います。 

 今、答弁の中では、地産地消の延長線上に有機米を位置づけて、確保できるなら導入

の前向きな議論を進めるという答弁でした。非常に前向きだというふうに受け止めたい

と思います。 

 農林畜産課長の答弁の中で、水稲作付面積350ヘクタールということでありました。私

も、この農林業のセンサスでいろいろ調べて、計算なんかもしてみました。そうしたら、

350ヘクタールの中で、これは令和２年のデータなんですけれども、販売目的は214ヘク

タールぐらいという話でした。収穫量が1,560トンということで、そのうちの販売が967

ですから、少し1,000トン弱ぐらいということで。 

 ちょっと注目をしたのは、先ほども話にありましたけれども、農家のところが、これ

は全国的に見ても30年ぐらいの中で、すごく農業の人口が減っているという中で大規模

化が進んでいるという話でしたが、山県市も販売農家が277戸ということで、副業で経営

が249ですから、９割ぐらいはそういう小さいところと。主業とか副主業の経営が34戸と
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いうことでしたので、そういう同じような構造の中で、今後進めていくことになるかな

と。 

 小中学校の学校給食では、460俵という話でした。27.6トンということで、今の子供た

ち、たくさん食べるんだな。私の試算では11トンぐらいだったので、実際には、そうい

うふうに出荷されているということなので、考えてみたらそうかな、育ち盛りかなとい

うふうに思いましたが。 

 その中で課題が、先ほど言いましたように、耕作面積をどういうふうに広げるかとか、

担い手をどう確保するかということも、これは大きなやっぱり課題だということと、２

つ目には、有機栽培ということになると、いろんな管理等々を含めて複雑になるという

ことで、ＪＡＳ規格のクリアとか、そういうような課題があるんだという、かなり専門

的にも幾つか具体的な検討をしながら進めないといけないというような中身でした。 

 有機米については、市としては、こういう解決をしながら、有機米を供給できるよう

に協議を開始したという報告でした。11月からですね。ぜひ、先ほど教育長の中にも、

確保できるなら導入の検討をしたいということがありましたし、市としても、具体的に

協議を始めたということですので、大いにこれを進めてほしいなというふうに思います。 

 私は、有機米の給食をいろいろ調べる上で、日本の食の在り方とかなんか、いろんな

のをずっと読んだりして勉強してみました。給食の中で日本の農業がやっぱり見えてく

るという部分があると思うんですね。 

 冒頭の「ＮＨＫスペシャル」の中では、食の防衛線ということで、世界での紛争や気

候変動の中で、食料の安全保障をどうするかと。これはアメリカのシンクタンクの予想

でびっくりしましたけれども、食料危機がさらに進んでいくと、真っ先にどこの国が飢

餓に遭うかというやつのナンバーワンは日本なんですよね、御存じだと思うんですけど。

真っ先に日本だという中で、若い人が、じゃ、なぜ定着しないかといえば、農業で食え

ないからだと。これは政府の審議会の中で、農業現場の委員から出された言葉だという

ことなんですね。やっぱりここに焦点があると。 

 日本の食料確保というようなことで言えば、自給率38％をどういうふうに向上してい

くかとか、食料安全保障を守っていくにはどうするかというようなことが大きな課題に

なっていて、私たちのところでも、こういうことに直接的には結びついている課題だと

いうふうに思います。ＮＨＫの報道を見ても、やっぱり同じようなことを全国でいろい

ろ考えながらやっているんだなというふうに思いました。 

 私は、こういう問題を考えていく上では、３つぐらいやっぱり方向があって、１つは、

輸入自由化路線をやっぱりやめていかないと、日本の食を守れんと。60年代頃は、80％
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弱ぐらい自給率があったんですけど、どんどんどんどんやっぱり減っていくわけですよ

ね。ＷＴＯの95年、それから牛肉、オレンジというようなことで、どんどんどんどん日本

は次から次へと押し出されていくということで、やっぱりそういう流れを変えなきゃい

けないということと、これまでに調べて思ったんですけど、農家に来年もやってみよう

かなというふうに思えるだけの収益をどういうふうに保障していくのか。 

 この点では、ＥＵとかアメリカは、例えば販売価格があまり高いと売れないので、販

売価格がありますよね。ところが、生産コストがあって、日本の場合だと１万5,000円を

かけて１俵当たり作って、販売額１万2,000円、3,000円の赤字だというふうになってい

るんですけれども、ＥＵとかアメリカでは、それを全部政府が保証しているんですよね。

価格保証というやつです。 

 それから、所得の問題でも、今、国連は、世界全体で見ると95％が本当に家族農業と

いうことになっているということで、家族農業10年ということでかじを切ったんですね。

そういう方向に持っていこうという中で、山県市も同じような構造の中にあるというこ

とで、農業所得に占める直接支払い制度というのも調べてみたんですよね。 

 そうしたら、日本は大体30％ぐらいが直接支払い制度になっているんですけれども、

スイスは92％、ドイツは77％、フランスは64％というふうになっていて、もともと要す

るに黒字でもうかるという事業じゃないということですね。それに対して、いろんな位

置づけでもって国が所得保障して、ちゃんと農業をやってもらえるような手だてを取っ

ているということでした。 

 ここまで来ると、ちょっと話が大き過ぎてなかなか難しいですけど、私は、そういう

中でも、今回の給食問題を考えたときに、やっぱり子供たちに安全な食を届けるとか、

それから、地元の農業を支えていく方法はないか。若い人が農業をやれるような方法は

ないかということをやっぱり考えることが必要だというふうに思うんですね。 

 先日の議会の議員協議会の中で、第三次の山県市総合計画基本構想ということで、前

期基本計画というもののアウトラインが私たちに配られました。この中に、次世代に誇

れる山県市を残していくために、市民と一丸となって子育ちを応援するまちにしていく

と。子育ち、子育てじゃなくて、子育ち応援のまち山県市というスローガンが掲げられ

ているんですね。これはやっぱりすばらしいなと。 

 この間、市長は頑張って保育の無償化もずっと先駆けてやってきたし、そして、今、

給食費の無償化について、これもなかなか進んでいないところで、山県市はゼロ歳児か

ら、小中学校も含めて給食費の無償化をスタートさせた。１億数千万ですか。そういう

ことで、ずっとやられてきています。私は、これは本当にずっと賛成していますし、他
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県とか県下の市に誇る中身だと思って、いろんなところで、私、話をしているんですけ

れども。 

 今、出されている有機米使用に向けた課題というのは、確かにいろんな課題、大きい

課題があると思うんですけれども、山県市のこれからの農業とか、若い人の担い手をど

ういうふうに育てていくかということがやっぱり大事じゃないかなというふうに思うん

ですね。 

 そういうことを考えたときに、やっぱりここは市長の思いとかリーダーシップなしに

は絶対実現しないじゃないか。その点で、ぜひ、保育の無償化も給食の無償化も頑張っ

てやっている市長に、こうした有機米栽培に向けて、実現に向けた市長の考えとか、構

想とか、思っていることとか、決意についてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（山崎 通君） 林市長。 

○市長（林 宏優君） 再質問にお答えします。 

 この有機米につきましては、今年になりまして、有機米の確保で、学校ですとか保育

所に入れることができないかということで、まず、市内のもう何十年も有機米のお米を

作ってみえる方とお話をしまして、どのぐらい、例えば来年分けてもらうとすると、そ

の方からどのぐらいのお米が提供していただけるかというような話も聞いておりまして、

そして、その方によりますと、有機米は作っているけれども、ＪＡＳは取ることは非常

に難しいということでした。それは、いわゆる機械ですとか、要は化成肥料を使わない

だけではなく、消毒をしないだけではなく、その後の米をとった後の脱穀ですとか精米

も専用の施設が要るということでしたので、なかなかそこまでは難しいなということを

実感として感じていました。 

 そうしましたら、農協さんのほうから、11月頃に農協の組合長が見えまして、ぜひと

も有機米を農協も進めていきたい。そして、今年度、市内のある中核農家で、農協さん

がお米の有機米の実証の圃場を造られてやられたという話を聞きまして、そういうこと

なら農協さんと一緒にタイアップできれば、市内の中核農家の皆さんですとか、機械化

組合の皆さんですとか、そういった方と一緒にタイアップできれば進めることができる

なということを感じましたので、来年度、協議会をまず立ち上げて、有機米については

進めたいと思っております。 

 そして、そういった中で、先月でしたか、ある事業者の方が見えまして、市内でシイ

タケを作ってみえるんですけれども、そのシイタケについては、もうあと２年あればＪ

ＡＳが取れるということで、そのシイタケのみならず、その近くで新たな圃場を確保し

て、ジャガイモだったと思いますが、そんな野菜の栽培もしたいというお話がございま
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したので、そういった、今年、今までの中核農家や農協さんや事業者の方と協議会をつ

くりまして、具体的にどんな形で進めたらいいのかということで、来年から具体的に進

めていきたいということを考えております。 

 以上でございます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君、御質問の有機米の導入とか給食の無償化は分かるん

ですけど、市長に子育ち支援と農業の後継者の育成のことまでは、それぐらいは時間が

ありますので十分やってもらえばいいんだけど、ちょっとずれておるので、そこ、気を

つけてくださいね。 

 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 関連して、ずれているとは思いませんが、今、御答弁の中では、

具体的ないろんな連携が進みそうだということで、来年度から協議会を立ち上げるとい

うことでした。 

 私、この有機米を使うというのは、ある意味、生産量から言えば、多分２％か３％弱

ぐらいですかね、全部やるとしても。ただ、こういうことをやっぱり市で頑張ってやっ

ていく、みんなが連携して。そういうことがやっぱり大事だと思うし、今、若い人たち

が農業をやりたいとかというのは結構あるんですね。自治体によっては、いろんな人た

ちを呼びかけて、そういう新しい人たちが移住してきていろんな農業をやるとかという

ようなこともあったりするんですよね。 

 そこら辺りについて、再々質問ですが、多分関連していると思うんですが、あれば一

言。 

〔「暫時休憩」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 暫時休憩します。 

午前10時37分休憩 

 

午前10時38分再開 

○議長（山崎 通君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 林市長。 

○市長（林 宏優君） 再々質問にお答えします。 

 まず、やはり作っていただく方が見えないことには、量が確保できませんので、先ほ

ど少し申し上げましたが、いわゆる営農組合の皆さんですとか、中核農家の皆さんとタ

イアップしまして、管理しやすい圃場、まず圃場を確保することが大切だと思っていま

す。そういったことから量の確保をしたいということで。 
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 そして、また、再質問の中の若い農家の方を育てるということですが、今、国のほう

で制度としてあります地域おこし協力隊、ああいった方をそうした形で募集したら来て

いただけないのかなということで、３年間、市のほうでそれなりに給料を払わせていた

だいて、そうした形で取り組んでいただけないかなということも考えております。 

 以上でございます。 

○議長（山崎 通君） 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 次、３点目、時間がありませんので、飛ばしていきたいと思い

ます。 

 シルバー人材センターの現状と課題、補助金の在り方について、福祉課長にお尋ねを

します。 

 シルバー人材センターは、会員にふさわしい仕事を家庭、企業、公共団体から引き受

けて、会員の従事した仕事に応じて報酬、配分金というそうですけれども、を支払いま

すと。その仕事の受注、契約業務を事務局が行い、会員に仕事を提供し、その分の契約

金の支払いを受け、配分金を支払うシステムになっています。 

 インボイス制度の発足によって、こうした会員さんが個人事業主扱いだということが

明らかになりました。仕事の内容も、折衝外交分野、事務分野とか、専門技術分野、技

術を必要とする分野、屋内外の一般作業、サービス分野、管理分野と多岐にわたってい

ると。会員になって、定年後の生きがい、やりがいや、年金暮らしの生活の少しはゆと

りを持ってと意義を見いだす人もいます。 

 山県市の場合、会員状況を見ると、令和４年４月１日現在、総人口２万5,786人のうち

に、60歳以上の方というのが、男性が5,105人、女性が6,091人で、合わせて１万1,196人

になっています。これは、会員さんの人数というのは、令和３年度の数値363人で見ると

加入率は3.2％というのが現状だと。近年は、定年延長などもあって、平均年齢が74.7歳、

70歳以上の会員が82％、299人を占めるというふうになっています。 

 ここ数年は、請負とか委託事務の契約金額も、それから派遣契約金額も、７％近く減

少して、この傾向が続いています。しかし、経営構造上は、会員が、先ほど言いましたよ

うに個人事業主の扱いのために、仕事が減れば配分金の支払いが減少するという関係で、

従業員を雇って事業をする企業経営とはちょっと違う側面を持っていると。そもそも公

益社団法人なので、利益を追ずる法人とは性格を異にしているために自治体と国から補

助金が下りている。 

 そこで、10年間の会員数の伸びと山県市からの補助金額を暦年で調べてみました。分

かりにくいので、表にしてお手元に配ってあると思うんですけれども。 



－ 45 － 

 会員は、ピーク時の427人から107人減って25％減っている。補助金は637万円だったの

が、平成29年から令和３年の５年間で２倍の1,260万円に増額をされています。この間、

シルバーセンターは、レモンタイムが閉鎖をし、移動販売も始めたけれども中止をして

きたということです。 

 それで、福祉課長にお尋ねをします。 

 この間の山県市のシルバー人材センターは、会員数の減少、総事業契約額の減少とい

う中にあって、補助金だけが２倍に膨らみ、1,260万支出するに至っている理由は何かを

お尋ねいたします。 

○議長（山崎 通君） 岩田福祉課長。 

○福祉課長（岩田豊実君） 御質問にお答えします。 

 御質問のシルバー人材センターの補助金が２倍に膨らみ、支出に至っている理由でご

ざいますが、会員減少につきましては、公的年金の受給開始年齢の引上げや、再雇用、

定年の延長による60歳代の加入減が理由と考え、また、近年ではコロナ禍による外出控

えも影響しております。しかし、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことによ

り、会員同士による声かけなどにより、現在会員数は347人で、前年度より27人増えてお

ります。 

 総事業額の減少につきましては、事業契約には請負と派遣があり、請負は、シルバー

人材センターが受けている草刈りや剪定を行うものです。件数としましては、ここ数年

同じような状況ですが、会員の短時間勤務の希望や１請負業務当たりの会員の就業人数

の減により、契約金額が少なくなっております。派遣につきましても、受注件数も契約

金額もここ数年同様の状況です。総事業契約額としましては減少しておりますが、受注

件数として、例年どおりの推移としております。 

 市の補助金は、事務局の人件費、管理費に充てられており、運営費の基本的な部分と

なります。補助金が増額された要因は、主に人件費となっており、職員の増員、配置替

えや定期昇給などにより、毎年見直しを行っての増額です。 

 シルバー人材センターは、長年の豊かな経験と知識や個々の特技を生かすことができ、

高齢者の会員の方にとって社会貢献に寄与する場であり、また、自身の自由時間を有効

活用できる場と認識しており、必要不可欠なものと考えます。 

 また、事務局については、会員の方のライフスタイルに合わせた仕事を提供するとと

もに、高齢者の健康で生きがいのある生活や地域福祉の向上と活性化に貢献いただいて

いるところです。 

 今後も永続的に健全な運営ができるよう、業務の執行や財務などを確認しながら考え
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ていきたいと思います。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で福井一德君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩いたします。議場の時計で11時より再開いたします。 

午前10時46分休憩 

 

午前10時59分再開 

○議長（山崎 通君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 通告順位２番 奥田真也君。 

○３番（奥田真也君） 議長より発言の許可をいただきましたので、通告に従い質問させ

ていただきます。奥田真也でございます。 

 私からは、３点質問させていただきます。よろしくお願いをいたします。 

 それでは、まず１点目、教員の負担軽減について、教育長と子育て支援課長にお伺い

をいたします。 

 新型コロナウイルス感染症も５類に移行され、学校行事においても元に戻りつつある

中、10月７日に美山小学校が運動会を、10月12日に美山中学校が体育祭、これを実施さ

れました。美山小学校運動会においては、選手リレーや美山ソーランをいわ桜小学校の

５年生、６年生と一緒に行われました。美山中学校体育祭においては、玉入れ競争やお

助け綱引きにおいて、美山小学校といわ桜小学校の５年生、６年生と一緒に競技を行う。

また、みやま保育園の園児もこの体育祭を見学しており、ワン山県、山県学園構想が着

実に動き始めていると感じたところです。 

 また、山県オープンスクールが12月16日に開催をされます。これは、市内の小中学校

12校が合同授業やオンライン授業を参観者の制限を設けず公開するもので、これもまた、

ワン山県、山県学園構想を市民が広く知ることができる大きな機会であると感じていま

す。 

 このように魅力ある学校づくりが進んでいるところではありますが、教員の皆様にお

いても、ぜひ、今まで以上に児童・生徒に目を向けていただき、安心・安全な学校運営

に努めていただきたいと願うところです。つまり、教員の皆様へのふだんの業務の負担

軽減を図ることにより、それが実現するのではないかと考えます。 

 例えばでありますが、保育園においては、副市長が子育て支援課長だった頃に導入さ

れましたコドモンアプリが負担軽減につながっているのではないかと考えます。これは、

案内などを保育園から一方的に送るのではなく、登降園の管理、アンケートの実施、保



－ 47 － 

護者による欠席や遅刻の連絡、文章においては送信日時を指定できるため、隙間時間の

作成が可能ということで、かなりのペーパーレスにつながっていますし、保護者１人で

はなく、夫婦やおじいちゃん、おばあちゃんも登録ができ、家族で行事などの共有がで

きるものとなっています。 

 また、みやま保育園保護者会においては、会則を改正し、対面ではなく、コドモンア

プリを活用しての総会開催も可能にしたとのことです。 

 現在、小中学校で運用しているアプリについては、学校から保護者への一方向のアプ

リとなっており、現状でも、紙媒体での送付が多い現状があります。 

 そこで、教育長と子育て支援課長にお伺いをいたします。 

 保育園が運用しているコドモンアプリのような保護者と教員との連絡が双方向で密と

なり、また、ペーパーレスにもつながると思われるアプリの運用は検討されていないの

か。この点を教育長に。 

 保育園においてコドモンアプリが運用され、負担軽減につながっていると思うところ

でありますが、現場の先生方はどう感じてみえるのか。この点を子育て支援課長にお伺

いをいたします。 

○議長（山崎 通君） 服部教育長。 

○教育長（服部和也君） 御質問のペーパーレスにつながるアプリの運用の検討について

お答えいたします。 

 山県市では、令和３年度より市内全小中学校において、保護者との連絡用アプリケー

ションソフトを活用しております。これまで紙媒体で配付していた学校からの通知やア

ンケート調査、ＰＴＡ関係の文書などもデジタルで送信することができ、これまで教職

員が行ってきたプリントの印刷や配付の業務は削減できました。 

 一方で、議員御指摘の学校と保護者の双方向での情報交換につきましては、山県市立

保育園での活用実績や先行事例などを踏まえ、現時点では、業務の効率化に効果がある

と捉える保護者からの欠席連絡のデジタル化が可能で、かつ汎用性のあるアプリケーシ

ョンソフトの導入を検討しているところであります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 山田子育て支援課長。 

○子育て支援課長（山田佐知子君） 御質問にお答えします。 

 保育園において、コドモンアプリの運用についてどう感じているかについてでござい

ますが、現場の保育士からは、園児の登降園管理や出欠状況の把握が容易になったこと、

欠席の電話対応時間や出席簿の月末集計作業が削減できていることを聞いております。
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そのほか、連絡帳の作成や週案、月案の作成時間も短縮できております。 

 また、保護者のスマートフォンと連動しているため、一斉配信により情報の周知や共

有を図ることができ、家庭とのコミュニケーションツールとして連携が取りやすく、園

児の様子を配信し、クラス便りとして活用しております。 

 このように、ＩＣＴの導入により、保育士の事務作業の負担軽減、保護者連絡の利便

性向上を図ることができ、安全・安心な保育サービスの実現につながっております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 奥田真也君。 

○３番（奥田真也君） 教育長の答弁により、保護者からの欠席連絡や汎用性のあるアプ

リの導入を検討していただいているとのこと。保育園が導入しているコドモンアプリ、

導入前に保護者へ１年間に配付された紙媒体の厚みを測ってみたところ、連絡帳を入れ

ての厚さとなりますが、約35ミリもある状況でした。アプリ導入後は、１年間に配付さ

れた紙媒体は約７ミリとなっており、配付をしなくてもよくなる点でも、先生方の負担

軽減につながっているのではないかと考えます。 

 さて、アプリだけではなく、学校においては、電子黒板や児童・生徒全員にタブレッ

トを配付など、いろいろな機材が導入され、教員の皆さんにおいても、模索しながらの

授業を行っていただいているのではないかと思います。 

 また、遠隔合同授業を取り入れている自治体もあり、鹿児島県の徳之島町においては、

徳之島型モデルとして、小規模校５校を対象とした遠隔合同授業を取り入れており、教

員個人への負担を軽減し、教員同士が一体となって連携する環境を創出できたとの報告

があります。 

 これから山県学園構想が具現化していく中で、いろいろな取組が進んでいくと思いま

す。質問の際にもお伝えしましたが、教員の皆様には、負担軽減をしていただいた上で、

今まで以上に児童・生徒と一緒にいる時間、子供たちのほうを向く考える時間を増やし

ていただきたいと思うところであります。 

 そこで、教育長に再質問をいたします。 

 教育委員会として、教員の負担軽減について、今後どのような取組を検討されている

のか、お伺いをいたします。 

○議長（山崎 通君） 服部教育長。 

○教育長（服部和也君） 再質問にお答えします。 

 教員の負担軽減は、いわゆる教員の働き方改革の中核のように言われることもありま

すが、その本質は、議員御指摘のとおり、教員が子供に向き合う時間の確保であり、目
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線を子供に戻すことだと考えます。 

 そのために、教育委員会としましては、会議の精選や事務処理の効率化、生徒指導体

制の組織化など、これまで時間をかけて取り組むことが当たり前としてきた業務につき

まして見直しが不可欠であり、その１つに事務処理のＩＣＴ化による作業時間の短縮を

進めております。 

 既に、県下統一の校務支援システムを令和２年度に導入し、出席簿等の諸帳簿のデジ

タル化や、児童・生徒１人１台のタブレットパソコンの使用による学習教材のペーパー

レス化にかじを切っています。 

 今年度は、栄養教諭が利用する献立作成ソフト、養護教諭が利用する歯科検診ソフト

を導入し、業務の効率化を図っております。 

 これら校務のデジタル化によるメリットは、デジタルデータとして管理することによ

って、教材が再利用できたり、学習履歴の集計などが自動化できたりすることで、教員

の負担軽減につながっていると考えます。 

 一方で、山県学園構想の具現に向けた導入期と位置づけた今年度は、合同授業の実施

に伴う学校間の打合せの時間や、学習評価に関わる教員間の確認作業の時間など、必要

であったという報告を受けております。 

 教育委員会としましては、まずは、山県学園構想の中核である他校との合同授業につ

いて、その成果と課題を検証しつつ、自動化できることを明確にして具体的な改善を図

ってまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 奥田真也君。 

○３番（奥田真也君） 日本中が注目する山県学園構想、教職員の負担軽減により、児童・

生徒が笑顔で、そして、魅力ある学校づくりが今後さらに進むことを大いに期待し、次

の質問に入りたいと思います。 

 公共交通の今後について、企画財政課長にお伺いをいたします。 

 山県バスターミナルが令和３年６月１日にオープンしてから２年が経過をいたしまし

た。自主運行バスについては、市民の認知度や利用方法についても理解が深まってきた

のではないかと思います。 

 しかし、公共交通については、一般財団法人地域公共交通総合研究所が令和４年８月

に発表した第４回公共交通経営実態調査報告書の中で、今後のコロナ禍対応として、減

便を予定する回答事業者が３割、路線廃止が1.4割と、廃止と減便で５割近くに達してい

るとしており、また、帝国データバンクは、11月に全国の路線バス運行業者に対する調
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査分析の結果を発表しており、127の民間運行業者のうち、バス路線を今年中に廃止もし

くは減便するとした会社は、全体の77.2％に上る98社になったとのことです。 

 来年以降に実施予定の業者を合わせると、全体の８割を超える結果とのことで、これ

らのデータを見る限り、厳しい現状にあると同時に、令和６年４月より働き方改革関連

法に基づいた自動車の運行業務の時間外労働についても、休日労働を含まない年960時間

の上限規制が適用されることから、運転士不足が懸念される事態、いわゆる2024年問題

が目の前に迫っており、公共交通の運転士が令和12年度には３万6,000人が不足するとの

試算も出ている状況です。 

 この運転士不足については、既に各地で影響が出始めており、10月24日のＮＨＫニュ

ースによると、北海道バスは、12月１日より280便余りについて区間の短縮を行うという

ことで、このバス会社の札幌都市圏の平日ダイヤの４分の１が対象となる見通しとのこ

とです。 

 私は、昨年、令和４年第４回定例会において、バスの利活用に対する考えについて一

般質問をいたしました。その際に、10月までの１便当たりの平均乗車人数について答弁

をいただきました。 

 １、山県バスターミナル－モレラ線は１便当たり6.2人。２、高速バス、名古屋関美濃

線は１便当たり乗車0.9人、降車0.6人。３、美山地域デマンド型交通、葛原線、乾線は

１便当たり2.9人。４、神崎山県ＢＴ線は１便当たり3.3人。５、市街地巡回線は１便当

たり、東ルート2.1人、西ルート0.7人。６、ハーバス岐大病院線は１便当たり1.9人。７、

ハーバス伊自良・大桑線は１便当たり4.1人とのことで、前年と比較すると、微増した路

線が多い状況でありました。 

 そこで、企画財政課長に２点お伺いをいたします。 

 １点目、第４回公共交通経営実態調査報告書や帝国データバンクの調査結果による減

便と路線廃止が迫る状況の中、山県市内における岐阜乗合自動車による路線バスについ

て、今後も問題なく運行されるのかどうか。 

 ２点目、私が令和４年第４回定例会において、１便当たりの平均乗車人数についてお

伺いをさせていただきましたが、１年が経過し、この人数が増えていると期待している

ところですが、どのような状況になっているか。 

 この２点について、企画財政課長にお伺いをいたします。 

○議長（山崎 通君） 丹羽企画財政課長。 

○企画財政課長（丹羽竜之君） 御質問にお答えします。 

 御質問の１点目、山県市内における岐阜乗合自動車株式会社による路線バスの今後の
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運行についてでございますが、議員の御発言のとおり、折からの運転手不足に加え、運

転業務の時間外労働の上限規制が適用される令和６年４月の法改正の影響は、全国のバ

ス運行事業者共通の深刻な問題であり、減便や路線廃止を実施する主要路線バス運行事

業者は、全体の８割に上ります。 

 この状況は、岐阜乗合自動車株式会社においても例外ではなく、現状のままでの路線

維持は極めて厳しい状況とのことで、乗車人数の少ない路線につきましては、営業路線

のみならず、補助路線を含め、減便や路線廃止の意向を関係市町に打診している状況で

ございまして、本市におきましては、岐北線の神崎系統と塩後系統及び山県モレラ線の

廃止、並びに岐北線の減便の打診を受けておりまして、現在は運行事業者とは協議して

いる段階でございます。 

 御質問の２点目、バスの１便当たりの平均乗車人数について、前年に比べてどのよう

な状況かについてでございますが、各路線の９月末現在の乗車状況につきましてお答え

いたします。 

 １つ目の山県モレラ線の１便当たりの平均乗車人数につきましては、昨年は6.2人でし

たが、今年は7.2人と増加しております。 

 ２つ目の高速バス、名古屋関美濃線につきましては、昨年は乗車0.9人、降車0.6人で

したが、今年は、乗車0.6人、降車0.4人と減少している状況でございます。 

 ３路線目、美山地域デマンド型交通、葛原線、乾線につきましては、昨年2.9人でした

が、今年は3.2人と増加しております。 

 ４つ目の神崎山県ＢＴ線につきましては、昨年は3.3人でしたが、今年も3.3人と、現

状維持という状況でございます。 

 ５つ目の市街地巡回線につきましては、昨年は、東ルート2.1人、西ルート0.7人でご

ざいましたが、今年は東ルート2.3人、西ルートも0.9人と、両ルートとも増加しており

ます。 

 ６つ目のハーバス岐大病院線につきましては、昨年は1.9人でしたが、今年は2.2人と

増加いたしました。 

 ７つ目のハーバス伊自良・大桑線は、昨年は4.1人でしたが、今年は4.4人と微増して

おります。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 奥田真也君。 

○３番（奥田真也君） 企画財政課長の答弁により、岐阜乗合自動車については、岐北線

神崎系統、塩後系統及び山県モレラ線の廃止、それ以外についても減便の打診があった
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とのこと。今までの路線がなくなってしまっては、市民の足がなくなってしまいます。

岐阜乗合自動車や公共交通会議などとの協議にて、少しでもいい方向となるように、今

後も御尽力のほどよろしくお願いをいたします。 

 また、高速バス以外は、乗車平均人数が増えており、市民の足としての利用が定着し

てきていると感じました。 

 さて、公共交通については、市外、県外にて先進的な運用が始まっている地域があり

ます。福井県吉田郡永平寺町においては、ＺＥＮ ｄｒｉｖｅというゴルフ場で使用さ

れているカートのような車両を使った自動運転システムにて約２キロを走行しています。

また、岐阜市においても、自動運転バスが11月25日より、岐阜公園ルートと中心部ルー

トの２路線にて、５年間にわたる定期運行がスタートしています。羽島市においても、

10月１日よりデマンド型交通が始まっており、こちらは、アプリにて乗降場所を入力し

て利用することができ、それらや交通状況を加味し、ＡＩが 適なルートに変えること

ができるというシステムとなっています。 

 私は、11月16日に京都市にて開催されました地域Ｔｅｃｈ関西に参加し、 先端の地

域交通システムの展示を視察し、また、堺スマートシティの戦略特区、泉北ニュータウ

ンにおける地域交通実証事業について、大阪府堺市泉北ニューデザイン推進室スマート

シティ担当の久保徳章さんのセミナーを受講し、デマンドバスの実証事業も実施してい

る中、電動カートシェアリング実証プロジェクトや電動キックボードシェアリング実証

プロジェクトも実施しており、電動カートの満足度は92％、需要性は94％であったとの

ことです。 

 また、電動キックボードについては、利用者の も多い年代は50代以上であったとの

ことで、地域によっては、シェアリングを活用する方法も１つあるのではないかと感じ

たところであります。 

 そこで、企画財政課長に再質問をいたします。 

 市外、県外において先進的な公共交通が始まりつつある中、市民が第一という観点か

ら情報収集をしていただいて、有効な事例については、運用も視野に検討していただき

たいと思いますが、そのお考えを企画財政課長にお伺いをいたします。 

○議長（山崎 通君） 丹羽企画財政課長。 

○企画財政課長（丹羽竜之君） 再質問にお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、県内外を問わず先進的な公共交通の事例、取組が多く見受けら

れます。そんな中、本市といたしましても、岐阜市で実施しております自動運転バスの

視察や、中部運輸局主催の公共交通のシンポジウムやセミナーなどに参加するなど、積
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極的に情報収集をしているところでございます。 

 先進事例の運用につきましては、他市が実施しているシステムをそのまま持ち込むこ

とが必ずしもよい結果を生むわけではなく、その地域に適したシステムを導入すること

が重要でありますので、今後も他市の先進的な事例等を注視しながら、本市に活用でき

そうな場合には、運用を含め視野に入れ、検討してまいりたいと考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 奥田真也君。 

○３番（奥田真也君） 今後、高齢者の方々は、免許返納をすると、公共交通がなければ、

買物や病院などへの移動は困難となり、死活問題となりかねませんし、高校生の足もな

くなってしまっては転居しかなくなり、人口減にもつながりかねません。難しい問題で

あることは間違いないと思いますが、ぜひ、企画財政課の皆さんには、市民が利用しや

すい公共交通、手法を今後も検討いただくようにお願いをいたします。 

 それでは、次の質問に入りたいと思います。 

 フレイル予防講座について、健康介護課長にお伺いをいたします。 

 フレイルとは、2014年に日本老年医学会が提唱した健康と要介護、寝たきりの間を指

し、簡単に言うと、加齢によって心身が老い衰え、社会とのつながりが減少した状態の

ことであり、Ｆｒａｉｌｔｙ、虚弱が語源となっています。 

 このフレイルを構成する３つの要素には、身体的な衰え、心理的な衰え、社会性の衰

えがあると言われています。身体的な衰えは、筋肉量の低下や口腔機能の低下などのこ

とであり、心理的な衰えは、認知機能の低下や鬱病などのことです。社会性の衰えは、

人との交流やつながりのことになります。ずっと元気に生活していくためには、早めの

フレイル対策が有効であると言えます。 

 11月25日に東京都健康長寿医療センター研究所、社会参加と地域保健研究チーム研究

副部長の村山洋史先生によるフレイル予防の秘訣は人とのつながりを受講しました。 

 その中で、人との交流がない方は、1.57倍認知症になる可能性が高まるとのことです。

人との交流、つながりについては、１日１回以上外出する。週１回以上、友人、知人な

どと交流する。月１回以上、楽しさ、やりがいのある活動に参加することにより、予防

につながると同時に、生活機能が維持、改善しやすくなることが報告されているそうで

す。 

 また、令和４年２月26日に日本経済新聞の記事によると、働く高齢者が多い都道府県

ほど医療費も抑制できる傾向があるとのことであり、社会的に必要とされている方や社

会とのつながりを持ち続ける方々ほどフレイルの予防につながっているとも言えるので
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はないでしょうか。 

 山県市においては、このフレイルに対する事業を他市と比べても早い段階から始めて

いただいているところです。その１つが、フレイル予防講座であり、これを 大限に活

用していくことで、フレイルを予防することができ、市民が笑顔で楽しい時間を過ごす

ことにつながっていくのではないでしょうか。 

 そこで、健康介護課長に質問いたします。 

 フレイルを予防することにより、要介護を遠ざけることができ、笑顔で、そして健康

に生活できると考えますが、フレイル予防講座についての現在の開催状況や参加者の感

想についてお伺いをいたします。 

○議長（山崎 通君） 森健康介護課長。 

○健康介護課長（森 正和君） 御質問にお答えします。 

 フレイル予防講座についての開催状況や参加者の感想についてでございますが、フレ

イル予防講座は、地域の皆さんの元に専門職が出向いて講座を行うもので、65歳以上の

人で構成された８から20人程度のグループの方を対象として実施しています。講師とし

て、市内の医療機関や介護施設に勤務する理学療法士や管理栄養士、山県歯科医師会に

よる山県市レクリエーション協会の協力をいただいております。 

 令和５年度の開催状況としましては、11月末現在で、開催回数６回、受講者は67人と

なっております。 

 講座終了時に実施しているアンケートにおいては、受講者のうち90％以上の方がフレ

イルについて理解できたと回答しており、学んだことを生かして今後の生活を変えてい

きたいと回答もされています。受講者からは、とても分かるお話だった、皆さんと運動

ができて楽しい、こういった話は何度でも聞きたい、食事や運動の大切さが分かったな

どの声が聞かれております。 

 実際に受講していただくことで、フレイルを自分事と捉えていただき、生活の中で具

体的に何に気をつけていけばよいかを理解した上で、自身の生活に取り入れていただけ

ているのではないかと感じております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 奥田真也君。 

○３番（奥田真也君） 健康介護課長の答弁により、受講者の90％以上がフレイルについ

て理解したと答えており、食事や運動の大切さが分かったなど、高い評価を受けている

ことが理解できました。 

 実は、私は、10月にこのフレイル予防講座に一市民として参加をさせていただきまし
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た。参加者の方々と一緒に管理栄養士さんの話を聞いていましたが、参加した皆さんは、

いつも以上に会話も弾み、笑顔も増えていたと感じています。またぜひ開催してほしい

との声も上がっており、こちらでも高評価であったと思います。 

 さて、10月27日に厚生労働省社会保障審議会医療保険部会が令和６年度の国民健康保

険料の上限を２万円引き上げるとのこと。負担を少しでも減らすことを考えると、今後

は、医療費を抑えることが大きなポイントになってくるのではないでしょうか。 

 そこで、健康介護課長に再質問をいたします。 

 フレイル予防講座を市民に広く周知し、たくさんの方々に受講していただくことによ

り、笑顔が増え、健康になれば、医療費の抑制にもつながっていきます。市民へのさら

なる周知と今まで以上の開催を目指していただきたいと思いますが、そのお考えについ

て、健康介護課長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（山崎 通君） 森健康介護課長。 

○健康介護課長（森 正和君） 再質問にお答えします。 

 市民へのさらなる周知と今まで以上の開催を目指してについてでございますが、現在、

広報、ホームページへの掲載やチラシの配布、地域包括支援センターからの紹介などで

周知を図っておりますが、情報が十分に行き届いていないようにも感じております。講

座の様子や受講者の声なども紹介しながら、地域でのサロンや集まりでの機会で気軽に

受講していただけるように周知していきます。 

 開催回数につきましては、まだ余裕がございますので、多くのグループ、団体からの

お申込みを期待しております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 奥田真也君。 

○３番（奥田真也君） フレイル予防講座が今まで以上に市内全域にて開催されることに

より、市民が健康に、そして長寿となれば、医療費の抑制にもつながり、効果は非常に

大きいものとなると考えます。子育て支援日本一を目指す山県市が、今後、健康長寿も

日本一を目指していただき、住みやすく生活しやすい山県市になっていくことを大いに

期待し、私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で奥田真也君の一般質問を終わります。 

 通告順位３番 郷 明夫君。 

○８番（郷 明夫君） 議長から発言の許可を得ましたので、通告のとおり小中学校の屋

外トイレの洋式化について質問してまいります。 
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 小中学校の運動場にある屋外トイレについては、小中学校の児童・生徒の体育の屋外

授業をはじめ、運動会などに利用されているほか、一般の市民の方々が自治会等の主催

による運動会等の行事などにも広く利用されています。さらに、小中学校は、災害時の

避難場所にも指定されていることから、一般市民が長期間の利用を想定されるものです。

したがって、高齢者や体に障がいのある方々の利用を考えると、座って用を足せる洋式

トイレの整備は不可欠と考えます。 

 また、現在では、トイレについては、各家庭では、温水洗浄式の洋式トイレがほとん

ど普及している状況となっています。しかしながら、山県市の小中学校の校舎等のトイ

レについては、洋式化になっている状況ですが、屋外トイレについては、昔ながらの和

式が多い状況となっています。 

 私が調査しました小中学校等の屋外トイレの整備状況を述べますと、屋外トイレが洋

式化されているのは、高富中学校、美山中学校のトイレのほか、市総合運動場のテニス

コート場近くにあるトイレ、大桜グラウンドのトイレ、梅原スポーツランドのトイレ、

伊自良総合運動場のトイレのみでありました。 

 高富小学校、富岡小学校の運動場にある屋外トイレは、社会教育用の木造建屋で和式

のトイレでした。旧高富中学校である現在の高富中央公民館の脇の屋外トイレは、駐車

場の屋外トイレも含めて木造の和式トイレであります。桜尾小学校の屋外トイレは、コ

ンクリートブロック造の和式トイレです。大桑小学校には屋外トイレはありません。梅

原小学校の屋外トイレも和式でした。美山小学校の屋外トイレも木造の和式トイレとな

っています。いわ桜小学校は、校舎内のトイレを利用することになっていて、洋式トイ

レとなっております。伊自良北小学校の屋外トイレも和式です。伊自良南小学校には、

屋外トイレはなく、校舎内に和式トイレが設けられております。伊自良中学校の屋外ト

イレも、昔ながらの木造の和式トイレとなっております。 

 以上述べたように、屋外トイレが洋式なのは、他市の市民の利用も多い高富の市総合

運動場、大桜グラウンド、伊自良総合運動場、梅原スポーツランドの屋外トイレであり

ました。中学校では、先ほど述べましたように、高富と美山の中学校の屋外トイレは洋

式となっている状況でありましたが、伊自良中学校の屋外トイレは昔ながらの和式とな

っております。 

 小学校では、屋外トイレのない大桑小学校と、屋外トイレがなく校舎内に洋式トイレ

があるいわ桜小学校を除き、全ての小学校の屋外トイレは昔ながらの和式トイレとなっ

ておりました。 

 このように、特に小学校等の屋外トイレの和式から洋式への整備は、総じて遅れが見
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られる状況となっております。したがって、高齢化が進み、高齢者の方々が避難する場

所となっている小学校等の屋外トイレは、計画的に洋式化を推進する必要があると考え

ます。 

 全国的には、小中学校における整備が急がれる屋外トイレの洋式化は、東京都、神奈

川県、埼玉県、千葉県などで整備が進んでおります。近くでは富山県、または、お隣の

愛知県では名古屋市が進んでおります。県内では、可児市、恵那市等で整備が進んでい

る状況となっております。 

 そこで、生涯学習課長に、本市における小中学校等の屋外トイレの洋式化に対する所

見をお伺いいたします。 

○議長（山崎 通君） 藤根生涯学習課長。 

○生涯学習課長（藤根 勝君） 御質問にお答えします。 

 御質問の小中学校等の屋外トイレの洋式化についてでございますが、生涯学習課が管

轄する社会体育施設、学校開放施設及び社会教育施設の全17施設において、屋外トイレ

に洋式トイレが設置してあるのは、建設当時から設置してある伊自良総合グラウンド、

平成18年度以降に新築整備しました高富中学校テニスコートと大桜グラウンドの２施設。

あわせまして、利用状況が高い梅原スポーツランドと総合運動場の２つの施設につきま

しては、平成28年度から29年度にかけて屋外トイレの洋式化の改修工事をしております。

また、学校教育課が管轄する美山中学校屋外運動場トイレは、現校舎を新築した際の平

成21年度に屋外トイレも洋式化されたものになっております。 

 議員御指摘の屋外トイレの洋式化につきましては、昨今の生活様式や高齢化という背

景から妥当であると考えております。教育委員会としましては、生涯学習課が管轄する

17施設及び学校教育課が管轄する４施設、それぞれの利用状況等を踏まえた今後の在り

方を検討し、屋外トイレの改修計画を立案してまいります。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 郷 明夫君。 

○８番（郷 明夫君） 再質問をさせていただきます。 

 先ほど、17施設、４施設ということ、お話がありましたが、生涯学習課が管轄する社

会体育施設、学校開放施設及び社会教育施設の全17施設及び学校教育課が管轄する４施

設とは、具体的にどの施設を指すのか、御教示をお願いします。 

 また、今後、屋外トイレの洋式化の整備が必要な小中学校について、再度答弁をお願

いします。 

 以上です。 
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○議長（山崎 通君） 藤根生涯学習課長。 

○生涯学習課長（藤根 勝君） 再質問にお答えします。 

 生涯学習課が管轄する17施設の内訳につきましては、市総合運動場の多目的グラウン

ド及びテニスコート、大桜グラウンド、梅原スポーツランド、伊自良総合運動場管理棟

及び本部棟、美山総合運動場、葛原運動場、谷合運動場、富波運動場、乾運動場、高富

小学校運動場、富岡小学校運動場、梅原小学校運動場、高富中学校運動場テニスコート、

高富中央公民館及び高富中央公民館の駐車場であり、学校教育課が管轄する４施設は、

桜尾小学校、伊自良北小学校、美山小学校、伊自良中学校でございます。 

 以上の21施設につきましては、屋外トイレの洋式化が完了している施設もございます

が、未完了の施設につきまして、学校開放に係る利用頻度なども考慮しながら改修計画

を立案し、有利な地方債など必要な財源を確保した上で、洋式化を推進していきたいと

考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 郷 明夫君。 

○８番（郷 明夫君） 小学校等を中心に改修計画を立案するということですが、よろし

くお願いしたいと思います。 

 また、特に整備が進んでいる東京都などでは、現在、温水洗浄式のトイレを整備する

という方向でもう整備が着実にされている状況でございますので、そこまでは言いませ

んけれども、せめて洋式化、強力に推進していただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で郷 明夫君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩いたします。議場の時計で13時、午後１時より再開いたします。 

午前11時47分休憩 

 

午後１時00分再開 

○議長（山崎 通君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 ただいまの出席議員数は、13名であります。 

 通告順位４番 田中辰典君。 

○２番（田中辰典君） 議長にお許しをいただきましたので、通告どおり２点、質問のほ

うをさせていただきます。 

 まず、１点目。質問事項、公共交通について、企画財政課長にお尋ねいたします。 
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 運送業界の働き方改革関連法によって、2024年４月１日から自動車運転業務における

時間外労働時間の上限規制が適用され、これに伴い、運送・物流業界において、2024年

問題と呼ばれる課題が生じることが懸念されています。 

 時間外労働時間の上限が制約されることで、ドライバー不足が深刻化し、山県市でも、

岐阜バスの北部地域の運行の今後が心配されます。 

 もし、現状から運行変更があれば、通学や部活動、通勤、買物、通院など、あらゆる世

代の利用者が影響を受け、特に子育て世代の転出にも影響が及ぶ可能性があります。 

 また、主に75歳以上の後期高齢者の方が免許返納を考えても、返納した場合には不便

で、日常生活、社会生活が成り立たない状況も懸念されます。 

 そこで、企画財政課長にお尋ねします。公共交通空白地域の考え方についてお尋ねし

ます。 

○議長（山崎 通君） 丹羽企画財政課長。 

○企画財政課長（丹羽竜之君） 御質問にお答えします。 

 御質問の公共交通空白地の考え方についてでございますが、既存のバス・タクシー事

業者による輸送サービスの提供が困難な場合において、日常生活における移動手段を確

保するため、国土交通大臣の登録を受けた市町村、ＮＰＯなどが自家用車を用いて有償

で運送する自家用有償旅客運送を導入する場合の、運行できる地域の条件が交通空白地

であることとなっております。 

 この交通空白地の定義としましては、国土交通省が定める目安では、半径１キロ以内

にバス停、駅がない地域であって、タクシーが恒常的に30分以内に配車されない地域は、

少なくとも交通空白地に該当するとされております。 

 なお、これにつきましては、あくまで目安ですので、該当しない地域におきましても、

地域公共交通会議の協議が調えば、交通空白地として自家用有償旅客運送を導入するこ

とは可能となっております。 

 そのため、本市では、公共交通会議において、美山地域を交通空白地と設定する協議

を行い、自家用有償旅客運送の登録を受けて、美山地域デマンド型交通と神崎山県ＢＴ

線を運行しているところでございます。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 田中辰典君。 

○２番（田中辰典君） 再質問のほうをさせていただきます。 

 今後、団塊の世代がデマンドバスを利用するようになると、利用者が増えることが予

測されると思いますが、どのように対応する予定か、また、現在対応していない時間帯、
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早朝と夕方以降の運行について、どのように考えているか、お尋ねいたします。 

○議長（山崎 通君） 丹羽企画財政課長。 

○企画財政課長（丹羽竜之君） 再質問にお答えいたします。 

 御質問の１点目、利用者が増えた場合の対応についてでございますが、地域公共交通

は、その時々の需要や地域の実情を勘案しつつ、随時適切な手段に切り替えていく必要

がございます。 

 現在運行している美山地域デマンド型交通につきましても、利用状況を踏まえつつ、

適宜手段を変更していくことが望ましいと考えており、利用者が増える場合には、定時

定路線型への切替えを含め、 適な手段での運行を検討してまいる考えでございます。 

 御質問の２点目、美山地域デマンド型交通の早朝と夕方以降の運行について、どのよ

うに考えているかについてでございますが、現在の美山地域デマンド型交通は、岐北線

が運行していない平日の中間帯を交通空白地として自家用有償旅客運送の登録を受け、

運行しておりますので、岐北線が運行している早朝及び夕方以降に運行しようとします

と、どちらかの運行形態に絞る、選択する必要がございます。 

 美山地域において、岐北線は幹線として重要であり、岐北線を存続する必要があると

考えておりますので、現在のところ、美山地域デマンド型交通の早朝及び夕方以降の運

行は考えておりません。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 田中辰典君。 

○２番（田中辰典君） 今、課長から答弁いただきました。 

 美山地域においては、岐北線は大変幹線として重要でありということで御答弁いただ

きました。 

 本当にそれは、住民にとっても、本当、岐北線は歴史があり、大変重要な幹線なので、

今後も存続に御尽力いただきたいです。 

 次の質問に移らせていただきます。 

 質問番号２番目、がん検診について、健康介護課長にお尋ねいたします。 

 医学の進歩により、国民病とも言われるがんは治る時代に向かっています。また、が

んは早期発見、早期治療ができれば、高い確率で治癒することができるようになってき

ています。 

 ただし、早期のがんは、ほとんどの場合、自覚症状がありません。 

 そこで、早期発見できるよう、取組として、山県市においては、今年から、40歳、45

歳、50歳、55歳の方に、がん検診無料クーポン、これは胃がん、肺がん、大腸がん、乳が
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ん、子宮頸がんが配付されています。がん早期発見、がんによる死亡率を減少させる、

すばらしい取組と私は考えます。 

 そこで、健康介護課長にお尋ねします。２点お尋ねします。 

 １点目、無料クーポンの市民の方の利用状況について、２点目、周知の方法について、

お尋ねします。 

○議長（山崎 通君） 森健康介護課長。 

○健康介護課長（森 正和君） 御質問にお答えします。 

 御質問の１点目、市民の方の今年度からの無料クーポンの利用状況についてでござい

ますが、10月末現在の利用者数、利用率、令和４年度節目年齢の実績数の順にお答えし

ます。 

 胃がん検診クーポン送付人数880人に対して、64人、7.3％、23人。大腸がん検診、肺

がん検診とも、クーポン送付人数1,256人に対して、大腸がん検診、97人、7.7％、55人。

肺がん検診、87人、6.9％、26人。乳がん検診クーポン送付人数477人に対して、71人、

14.9％、59人。子宮頸がん検診クーポン送付人数608人に対して、75人、12.3％、62人で

ございます。 

 なお集団検診は終了しておりますが、各医療機関においては、乳がん検診は来年２月

まで、それ以外のがん検診は来年１月まで実施しておりますので、利用者の方は若干増

える見込みでおります。 

 御質問の２点目、周知の方法についてでございますが、５月に受診票を送付した際に

同封しました案内に記載したほか、広報紙５月号及び市ホームページに掲載しておりま

す。 

 また、クーポン対象者には、分かりやすいよう、受診票とは別にクーポンのみ郵送し

ております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 田中辰典君。 

○２番（田中辰典君） これ、私自身も40歳の節目クーポンということで、実際受診させ

ていただきました。まだ実施期間も来年も残っているということなので、なるべく多く

の市民の方に受診していただけるよう期待しております。 

 以上で質問のほうを終わらせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で田中辰典君の一般質問を終わります。 

 通告順位５番 加藤裕章君。 
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○５番（加藤裕章君） 議長より発言の許可をいただきましたので、２点、一般質問をさ

せていただきます。 

 １点目は、環境教育の推進についてでございます。 

 学校における環境教育の国の方針について少し整理をしますと、平成15年に環境の保

全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律、環境教育推進法が制定され、

環境教育を次のように定義しております。 

 環境教育とは、持続可能な社会の構築を目指して、家庭、学校、職場、地域その他あ

らゆる場において、環境と社会、経済及び文化とのつながりその他環境の保全に関する

教育及び学習をいう。 

 その後、平成18年に改正された教育基本法には、教育の目標に、生命を尊び、自然を

大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うことが新たに制定され、平成19年、学校教

育法には、義務教育の目標として、学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び

自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うことが新たに制定され、平

成20年の中央教育審議会答申には、社会の変化への対応の観点から、教科等を横断して

改善すべき事項として、環境教育が盛り込まれております。 

 環境教育の狙いは、持続可能な社会づくりに貢献する人材の育成であり、持続可能な

社会は、環境だけでなく、社会的公正や経済など幅広い領域と関係していることから、

環境教育を多くの分野の教育と結びつけて取り組む必要があります。 

 自然災害や地球規模の環境問題などが懸念される、これからの時代を生きていく上で、

環境教育は大切な役割を担っていると考えます。 

 そこで、教育長にお尋ねします。 

 本市においては、教育現場では、市内全ての小学５年生が自然体験学習、森と川の学

校を、また、各学校では米づくり体験や川での環境学習などを実施されていると伺って

いますが、教育委員会や小中学校での環境教育の取組状況と現状の課題についてお尋ね

します。 

○議長（山崎 通君） 服部教育長。 

○教育長（服部和也君） 御質問の環境教育の取組状況、現状の課題についてお答えしま

す。 

 現在、各学校で行う環境に関する教育としましては、浄化センターや浄水場の見学を

通して、廃棄物の処理や節水の意義を社会科で学習します。また、石田川や鳥羽川、武

儀川の水質や生物の観察を通して、環境保護について理科で学習します。 

 そのほかにも、米づくりの体験を通して、自然環境について学んだり、実際にリサイ
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クル活動を行ったりして、環境問題に対して、自分ができることを探求していく総合的

な学習も進めています。 

 教育委員会としましては、児童・生徒の発達段階に応じて、実際に美山の森を歩き、

武儀川の美しさに気づいたり、古城山の遺構を巡り、500年前の時の流れに思いをはせた

り、鳥羽川堤防に残る段差から地震を考察したりするなど、実体験を重視した学習を通

して、児童・生徒一人一人が自身の感性を磨き、実社会の様々な問題を考える足場にな

る経験値を持たせる授業を計画的に進めています。 

 今後は、それぞれの学校で行われている地元をフィールドにした環境教育体験プログ

ラムを他校でも共有できれば、児童・生徒の学びは一層広がり、山県学園構想がもたら

す豊かな教育への向上が期待できると考えています。 

 以上答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 加藤裕章君。 

○５番（加藤裕章君） 各学校で様々な環境教育の取組が実施されていることを伺いまし

た。 

 教育委員会が進める、森と川の学校については、昨年の９月の議会で御質問した際に、

体験や観察調査を通して、現場で得られる情報や発見、疑問をよりどころとして、自ら

の問いを仲間とともに解決していく学習、いわゆるアクティブラーニングの実施が主た

る目的であるとの答弁をいただきました。 

 社会が複雑化し、時代の変化のスピードが加速度的に速まっているこの時代に、自ら

問いを立て、解決していくことは決して生易しいことではありません。 

 例えば、この山県市においても、少子高齢化や人口減少が著しいという課題がありま

すが、それをどう解決していくのかという、そういった問いを立てることは誰でも簡単

にできますが、それをどう解決していくのかというプロセスは、他の地域のまねごとや

前例踏襲ではなく、山県市の状況に合った解決策を導く必要があり、安易に答えが見つ

かるものではありません。 

 これからの時代を生きていく子供たちに、多様な実体験から自ら問いを立てて考え、

解決策を導き出していく人材を育てていくことは、ますます重要になってくると考えま

す。 

 それでは、再質問ですが、地域の方や専門家の方と連携した学びの充実について、教

育長にお尋ねをします。 

 それぞれの学校で環境教育の取組が行われており、今後は環境教育に関わる体験プロ

グラムを山県学園構想によって共有化していきたいとの御答弁をいただきました。また、
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教員の皆さんが工夫を凝らして授業を組み立ててこられていることも感じました。 

 しかし、教員の方々や授業時間内での取組にはどうしても限界があると思います。よ

り専門的なことや地域に根差した環境教育を実施しようとすると、地域の方々や専門的

な知識を持った方と連携して進めることが必要であり、事業の中で芽生えた探究心の種

をより深く学び、探求しようと育てていこうとすると、学校外への活動も必要になって

くると考えます。 

 先月、11月ですが、森林文化アカデミーで開催されたドイツとデンマークの森林環境

教育視察ツアー報告会がありましたので、参加してきましたが、次のような報告があり

ました。 

 ドイツの郊外の森の中にユースファームという場があり、敷地内には、馬や羊、ヤギ

や鶏などの家畜に加え、畑やキッチン、工房などがあり、放課後には小学生がやってき

て、自然と異年齢交流が生まれていました。このユースファームに限らず、放課後に様々

な団体が特色のある活動をしていました。また、この活動は、行政予算と、この地域で

育った大人たちからの寄附により支えられているとの話を伺いました。 

 この事例はドイツの都市郊外の事例であり、人口規模等、そのまま山県市に置き換え

て取り組むことはできないかと思いますが、山県市においても、地域で様々な活動をし

ている個人や団体の方が見え、また、既に事業の中で連携して取り組んでおられる事例

もあるかと思いますが、地域の方や専門的な知識を持った方と、より連携を深めた環境

教育の学びの場があると、子供たちがこれからの時代を生きていく、生きる力がより育

まれるのではないかと考えますが、いかがお考えでしょうか、お尋ねします。 

○議長（山崎 通君） 服部教育長。 

○教育長（服部和也君） 再質問の地域連携による学びについてお答えいたします。 

 議員御発言にもありましたが、環境教育推進法が定義する環境教育は、家庭、学校、

職場や地域その他あらゆる場において行う教育や学習を指しています。このことは、学

校教育以外の教育の場も子供の成長には重要かつ必要不可欠であるということだと捉え

ています。 

 一般論として、これまでの教育の充実の議論は、学校教育において、多様な教育プロ

グラムをいかに実施するかが論点の中心でした。議員御提案の地域の教育力を授業や放

課後等の時間を学習の場にして展開していくという考え方は、山県学園構想の基軸であ

る、地域の中の学校というコンセプトに合致します。 

 教育委員会としましては、現在、生涯学習課が主管する小学校３年生の希望者を対象

に実施している放課後子ども教室の発展形として、地域にある教育プログラムを、例え
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ば放課後の学校で、地域住民の方が地域の先生となって、様々な教育の提供ができる新

たな仕組みを検討し始めたところです。 

 家庭の経済力や教育環境と子供の学力が関連づけられる発言がある中で、放課後の学

校が全ての子供たちに平等かつ公平に与えられる、新たな学びの居場所となる方策は、

子供の将来の自己実現への生きる力になることが期待できると考えます。 

 地域の教育力と放課後の学校のマッチングという挑戦は、山県市民に今なお引き継が

れている、地域の子供は地域で育てるという強い心根が存在するからこそ、私もその実

現に向けて、丁寧に具現化したいと思っています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 加藤裕章君。 

○５番（加藤裕章君） 地域の中の学校という話をいただきましたが、山県学園構想をさ

らに進化して、地域とともに自然体で子供たちを育んでいけるような取組に期待をして、

次の質問にさせていただきます。 

 ２点目、脱炭素社会の実現に向けて。 

 国は、脱炭素社会に向けて、2050年までにＣＯ２排出を実質ゼロにするという目標を掲

げました。ＧＸ基本方針には、徹底した省エネの推進や、再生可能エネルギーの主力電

源化などが含まれ、本年５月にＧＸ脱炭素電源法が成立しました。地域と共生した再生

可能エネルギーの 大限の導入促進が図られています。 

 また、山県市では、令和４年６月にカーボン・マイナス・シティ宣言をし、国の地域

脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用しながら、脱炭素社会の実現に向けて取り組み始

めたところです。 

 そこで１点目に、再生可能エネルギー導入に向けての現状と今後の方針について、市

民環境課長にお尋ねします。 

 次に、個人の意識調査として、国土交通省では、2022年５月に脱炭素に関する国民意

識調査を実施しており、この調査では、日常生活において、脱炭素に向けた行動を３人

に１人が実施していると答えており、その理由や背景については、一人一人の行動が重

要だと思うからが も高く、脱炭素に向けた取組は暮らしを豊かにするとの考え方に賛

同する人は40％、賛同しない人は40％となっております。 

 近年、脱炭素社会という言葉をよく耳にするようになり、社会的機運が高まっている

ようにも感じますが、市民一人一人にはまだ根づいているとは言い難い状況だと思いま

す。 

 本年11月に全議員で武蔵野市の武蔵野クリーンセンターに視察に行きましたが、ごみ
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処理の中間施設に併設して、むさしのエコｒｅゾートという施設がありました。ここで

は、児童向けに環境学習プログラムやワークショップ、市民向けの環境啓発活動などを

行っており、子供から大人まで、環境のことを体験しながら、楽しく学べるような工夫

を感じました。 

 脱炭素社会の実現に向けて、市民の皆様に主役となっていただくため、脱炭素社会の

理解と参加意識を高めることが重要と考えます。 

 そこで、市民一人一人が脱炭素社会への理解を深め、参加意識を高めるため、環境普

及啓発をどのように進めていくのか、現状の取組状況と今後の方針について、市民環境

課長にお尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 服部市民環境課長。 

○市民環境課長（服部裕司君） 御質問にお答えします。 

 １点目、再生可能エネルギー導入に向けての現状と今後の方針についてでございます

が、現在までの取組といたしましては、議員御承知のとおり、山県市は、カーボン・マイ

ナス・シティ宣言と世界気候エネルギー首長誓約を行い、市内のエネルギー消費や再エ

ネポテンシャルを確認するべく、各種調査を実施したのをはじめ、市内事業者などによ

る脱炭素事業を推進するための脱炭素協議会が設立されましたので、情報を収集しまし

た。 

 また、国が推進する地域脱炭素事業に取り組むために、環境省の地域脱炭素移行・再

エネ推進交付金重点対策加速化事業への申請を行い、今年５月に採択されて、令和10年

度までの事業計画の認定を受けることができました。 

 今年度は、重点対策加速化事業を活用しまして、高富小学校への高効率空調の導入を

行い、市内の個人向け太陽光発電補助事業では、募集開始後に多数相談があり、交付件

数が早期に決定するなど、関心の高さをうかがえるものでした。 

 今後の方針につきましては、令和６年度に美山支所改築に伴い、建物の断熱性能向上

や高効率省エネ設備を導入し、太陽光発電設備（ＰＰＡモデル）を設置して、年間の一

次エネルギー消費量が正味ゼロまたはマイナスのＺＥＢを目指していきます。 

 以降、公共施設や遊休地を活用した太陽光発電設備の導入や公共施設への高効率機器

の導入、公用車の更新に伴うＥＶ車の導入、公共施設にＥＶ車専用充放電設備の導入な

どを計画していきます。 

 また、個人向けの補助金事業では、令和６年度以降、民間事業者も利用できるよう、

各種メニューを拡充して、周知を図っていく予定です。その他、脱炭素社会の実現に向

けて、国の機関などから情報収集を行い、市民の皆様に周知ができるよう努めてまいり
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ます。 

 御質問の２点目、脱炭素社会への理解を深め、環境普及啓発をどのように進めていく

か、現状の取組状況と今後の方針についてでございますが、現在までの環境や脱炭素の

普及啓発につきましては、市内の清掃活動（クリーン作戦）及び花飾り事業による地域

美化意識の推進、促進向上、資源ごみ等のリサイクル活動など、市民の皆様の協力を下

に周知活動を行いました。 

 また、ＳＤＧｓや脱炭素を楽しく学ぶイベント、サステナブル山県では、身近な取組

からチャレンジできるよう、楽しく学ぶをテーマに開催、今年度は、一般社団法人オル

タス山県が新たに企画・運営を行い、サステナブル山県を２回開催し、来場者と一緒に、

脱炭素につながる身近な活動として実施いたしました。 

 今後の方針、取組といたしましては、カーボンマイナスチャレンジを合い言葉に、現

在までの活動を維持しつつ、サステナブル山県を引き続き計画していくのをはじめ、新

たに環境教育として、ペットボトルリサイクルの周知活動や、企業と協働で学習の場が

創出できないかと模索しているところでございます。 

 また、市民の皆様には、ごみ処理の問題にも関心を持っていただきたく、将来的には、

可燃ごみに混在しておりますプラスチックごみのリサイクル促進も近々検討していかな

くてはならないのだと考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 加藤裕章君。 

○５番（加藤裕章君） 再生可能エネルギーについては、美山支所をはじめ、公共施設や

遊休地を活用した太陽光発電設備の導入をしていく計画であることや、プラスチックご

みのリサイクル促進を検討していくとの御答弁をいただきました。 

 太陽光発電設備等のリサイクルやエネルギーの地産地消の観点から再質問をします。

再質問は市長に伺いたいと思います。 

 太陽光発電設備について、通常、太陽光パネルは20年ほどで劣化してしまうため、パ

ネルの大量廃棄が懸念されています。 

 そのような中、太陽光パネルの６割を占めるガラスやアルミ枠などを再利用しようと

する開発が進められているようです。 

 このように、資源を再利用する循環経済の取組をサーキュラーエコノミーと言い、今、

世界中の企業に広がりつつあります。サーキュラーエコノミーってなかなか聞き慣れな

い言葉かもしれませんが、このサーキュラーエコノミーとは、持続可能な経済・社会の

実現に向け、従来の３Ｒ、いわゆるリデュース、リユース、リサイクルの取組に加え、資
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源投入量、消費量を抑えつつ、ストックを有効活用しながら、サービス化等を通じて、

付加価値を生み出す経済活動のことで、循環経済とも言われています。環境問題の解決

と同時に経済成長を目指していこうとするものであります。 

 愛知県ではあいちサーキュラーエコノミー推進プランを作成し、事業者、経済団体、

金融機関、大学、行政など、多様な主体と連携しながら、プラスチックや太陽光パネル

などを循環利用するモデル事業の展開や、循環ビジネスの振興などを通して、サーキュ

ラーエコノミーへの転換を進めようとしております。 

 サーキュラーエコノミーというモデルで、廃棄物を出さない仕組みを企業のビジネス

に当てはめ、見直すことで、新たなビジネスを創出したり、また、山県市が現在取り組

んでいる政策に当てはめ直すことで、新たな仕組みができたりするのではないかと考え

ます。 

 また、太陽光発電設備の導入を進めていくとの答弁をいただきましたが、発電された

電気の活用についても考えてみたいと思います。 

 先ほど、先月、ごみ処理施設を中心に視察をしてきたという話をいたしましたが、武

蔵野市では、ごみ処理施設でごみを燃やした余熱を利用して電気をつくり、市役所や体

育館、小中学校などの公共施設へ供給しておりました。 

 また、宮城県栗原市の築館クリーンセンターというところでは、焼却炉の廃熱をビニ

ールハウスに供給して、コーヒーを栽培し、また太陽光パネルによって発電された電力

がプラントに供給されている仕組みになっておりました。 

 このようなエネルギーを地域内で循環する取組は、蓄電システムの導入によって可能

となり、災害時においても、エネルギー供給のリスク分散により、ライフラインの安定

確保につながります。 

 この視察の帰りの新幹線の中で、将来的に市内で起こしたエネルギーを市内に供給し

て、町全体でエネルギーの地産地消が図れないかなということを、思いを巡らせて帰っ

てきました。 

 そこで市長にお尋ねをします。 

 １点目は、環境問題と経済成長の解決を両立するサーキュラーエコノミーを推進して

いく必要があると考えますが、いかがお考えでしょうか。 

 ２点目は、再生可能エネルギーについては、太陽光発電設備を導入していく方針との

ことですが、発電された電力を市内の施設に供給し、地域全体でエネルギーを融通する、

エネルギーの地産地消を進めてはどうかと考えますが、これはすぐにできることではな

いかもしれませんが、将来に向けての展望をお聞かせください。 
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○議長（山崎 通君） 林市長。 

○市長（林 宏優君） 再質問についてお答えをいたします。 

 再質問の１点目、サーキュラーエコノミーを推進していく必要についてでございます

が、山県市では従来から取り組んでおります３Ｒ、リデュース、リユース、リサイクル

にとどまらず、ＳＤＧｓの達成に向けた重要な手段といたしまして、環境型社会の強化

に取り組んでいかなくてはならないのではないかと考えているところでございます。 

 ２点目でございますが、地域全体でエネルギーを融通するエネルギーの地産地消を進

めてはどうかでございますが、国の重点対策加速化事業を生かしまして、公共施設への

再エネ事業などを推進しているところでございますが、現時点では、地域全体でエネル

ギーを融通するにはまだまだ程遠いものがございます。 

 今後におきましては、この地産地消の仕組みを構築して、少しでも域内で循環できれ

ばと計画し、これからの脱炭素事業を契機といたしまして、地域経済の活性化が生まれ

るよう、重要な活動となるよう、取り組んでいければと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で加藤裕章君の一般質問を終わります。 

 通告順位６番 操 知子君。 

○９番（操 知子君） 立憲民主党の操 知子です。議長の許可をいただきましたので、

通告に従って、熊による人身被害の防止について、農林畜産課長へ質問いたします。 

 熊による人身被害は深刻さを増しております。平成20年頃からの熊に関する推移を見

てみますと、当初は、北海道、東北地方での人身被害が多い傾向にあった熊被害であり

ますが、令和に入り、中部地方でも増加が見られ、本年10月には、過去 悪の164件、180

人、うち死者５人の被害となり、11月にはさらに拡大し、11月末には193件、212人、う

ち死者６人に上っている状況であります。 

 ニュースを拝見しますと、北海道では、登山中の大学生がヒグマに襲われ、死亡し、

秋田県では、頭をかみつかれ、右耳を引きちぎられ、重傷、群馬県では、顔をひっかか

れ、右半分の皮が剝がれ落ちて出血、また、山形県では、市街地や保育園の敷地内を歩

く熊が目撃されており、この一般質問の調査を進めていく間にも、この山県市でも冬眠

するまでの期間は熊による被害が発生するおそれのある状況であります。熊の被害がな

くなることを願います。 

 さて、山県市のこれまでの状況を見てみますと、令和５年度の熊の目撃情報は、５月、

葛原八月地内の１件、６月、神崎・片原地内の２件、10月、梅原・中洞・桜尾地内の３
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件、11月、高木・富永地内の２件の計８件、過去10年間の人身被害は０件、過去10年間

の捕獲許可件数は、平成28年度３件、平成29年度２件、平成30年度３件、令和元年度１

件、令和２年度８件、令和３年度３件、令和４年度２件、令和５年度11月19日時点では

０件となっております。 

 また、ブナ、ミズナラ、コナラの堅果類の豊凶が熊の出没に影響を与えているとされ

ていることから、環境省では、都道府県からの堅果類の着花結実情報を集積しておりま

すが、岐阜県では、ブナ、ミズナラが凶作、コナラが並作となり、その中でも、特に山県

市への影響が出やすい本巣市根尾大河原にある岐阜北部の予測調査地点では、ブナ大凶

作、ミズナラ凶作となりました。 

 国においては、11月10日に熊緊急出没対応事業として、補正予算7,300万円が閣議決定

され、それにより、熊の生息状況調査と捕獲、集落環境点検と、柿など放棄果樹などの

伐採計画、県と市、警察、狩猟団体、専門家、地域住民との連絡体制構築が都道府県に

より実施されることとなりました。 

 そこで、国や県の対応を踏まえた上で、山県市における対策をお尋ねします。 

 １点目、市民の皆様への周知として、2019年10月更新の「クマの出没にご注意を」と

するホームページの啓発がありますが、今後の周知方法について。 

 ２点目、自然の美しさが魅力的な山県市の観光スポットではありますが、登山・散策

ルート、河川における人身被害の防止への対策について。 

 ３点目、令和２年度作成、令和３年度から５年度の山県市鳥獣被害防止計画では、対

象鳥獣としては指定されておりませんが、次期計画での指定について。 

 ４点目、迅速な対応が必要な冬眠期までの期間と、それ以降における柿の木の伐採に

関する計画について。 

 以上４点を農林畜産課長へお尋ねします。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 御質問にお答えします。 

 御質問の１点目、市民の皆様への周知としてホームページの啓発がありますが、今後

の周知方法についてでございますが、引き続きホームページにて、熊の出没に関する注

意喚起を行ってまいります。 

 また、市内において、熊の目撃情報があった場合には、必要に応じて、対象地域に対

し、屋外拡声機にて熊の出没についてのお知らせを行い、周知を徹底させたいと考えて

おります。 

 御質問の２点目、山県市の観光スポットや登山・散策ルート、河川における人身被害
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の防止への対策についてでございますが、熊の出没を想定し、登山・散策ルートには、

熊出没に対する注意看板を設置しております。 

 御質問の３点目、現在の山県市鳥獣被害防止計画では、対象鳥獣としては指定されて

おりませんが、次期計画での指定についてでございますが、今後、対策鳥獣としての指

定につきましては、岐阜県からの指導をいただきながら、次期計画における指定の記載

について考えてまいります。 

 御質問の４点目、冬眠期までの期間と、それ以降における柿の木の伐採に関する計画

についてでございますが、現在、伐採に関する計画はございませんが、ホームページに

て、熊を人里に近づけない対策として、所有者の方に利用していない栗や柿の木の伐採

を促しております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 操 知子君。 

○９番（操 知子君） 先ほどの質問のうち、２点目の登山・散策ルートなどにおける対

策について、再質問を行います。 

 環境省では、相次ぐ熊被害を踏まえて、鳥獣保護法に基づく指定管理鳥獣へ追加する

ことへの可否について、熊の冬眠が明け、活動が再開する新年度が始まるまでに結論を

出すようにと検討がされている段階です。 

 岐阜県では、昨年度の１件に対して、本年度には、11月18日時点において、飛騨市１

件、高山市２件、中津川市１件、本巣市２件と、合計６件発生しております。 

 環境省によりますと、ツキノワグマの行動範囲は、地域や季節、環境によって様々で

はあるものの、雄で30キロ平米から100キロ平米、雌で20キロ平米から50キロ平米である

とされておりますが、山県市では11月の時点で８件の目撃情報があり、近隣の本巣市で

は人身被害２件が発生する中、どれほどの方々が熊による人身被害防止への対策を講じ

ているのでしょうか。 

 さて、秋田県仙北市では、平成29年及び平成30年に死亡事故が発生し、令和４年に人

身事故が発生したことから、本年度には、林野庁秋田森林管理署及び仙北市、県、警察

などの関係機関と検討、調整し、国有林への入山を規制しました。 

 秋田県では、直近５年間の出没情報、人身被害情報も多く、令和元年度から４年度ま

でには672件、931件、864件、730件の出没情報があり、人身被害は、合計40件、42人、そ

のうち２名の方が亡くなっております。本年度においては、11月30日時点で3,000件の目

撃情報と、62件、72人の人身被害が既に発生しております。林野庁におけるブナの結実

状況は、周辺地域ともに大凶作となっております。 
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 また、三重県名張市地内では、９月27日に赤目四十八滝において、観光客からの熊の

ような目撃情報を受け、翌日からの４日間を独自で一部入山規制しました。三重県にお

ける、令和元年から４年度の出没情報は、26件、25件、12件、19件であり、人身被害は、

合計18件、19人、そのうち死亡者数は０人。本年度には、11月末時点においての人身被

害はないものの、23件の目撃情報がありました。堅果類の着花結実情報は未調査であり

ます。 

 熊による人身被害に対する危険度は決して周知されているとは考えられず、市民の命

や観光客の命を守るには、災害発生または発生しようとしている場合において、人の生

命または身体に対する危険防止のために市町村長の権限で立入禁止を命ずることができ

る災害対策基本法63条の下に入山規制を検討することが重要であるかと考えます。 

 そこで、熊出没の確実な映像などがある場合を含めて、どのような状況のときに入山

規制を行っていくお考えなのか、農林畜産課長にお尋ねします。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 再質問にお答えします。 

 御質問の熊出没の確実な映像がある場合などを含めて、どのような状況のときに入山

規制を行っていくのかという御質問でございますが、一般的に、山中にはやはり熊が生

息しておりまして、出没に対する注意看板の設置や注意喚起の周知も行っております。 

 今後、熊が出没した状況であっても、特段、今のところ入山規制は考えておりません。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○９番（操 知子君） 以上です。 

○議長（山崎 通君） 終わりますか。 

○９番（操 知子君） 以上で終わります。 

○議長（山崎 通君） 暫時休憩をいたします。議場の時計で２時５分より再開いたしま

す。 

午後１時50分休憩 

 

午後２時05分再開 

○議長（山崎 通君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 通告順位７番 加藤義信君。 

○７番（加藤義信君） それでは、議長より許可をいただきましたので、２点質問をさせ

ていただきます。 

 １点目、市営住宅入居に関する保証人規定についてお尋ねをします。 
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 私は数か月前にも何度か、本市の市営住宅への入居の際の保証人確保について相談を

受けたことがありました。その後、いろいろ調べてみましたが、近年、市営住宅の在り

方が大きく変わってきていると感じました。 

 民間の住宅が充実したこともあり、若い世代の住居が減少してきており、今後は、民

間の住宅に入ることが困難な方の利用が増えていくことが予想されているようです。低

所得者や高齢者、障がい者等をはじめ、住宅確保に配慮を要する人にとって、保証人が

確保できないために、市営住宅に入居できないことが課題となっています。 

 平成30年１月に、総務省は、保証人を確保できないことを理由とする入居辞退が発生

していることから、安心して暮らせる環境の充実を図る観点から、入居者に対する対応

状況、支援の実施状況等を調査し、結果を取りまとめ、必要な改善措置を行うように、

厚生労働省、国土交通省に勧告をしました。 

 そして、両者は、その年８月に改善措置状況を示しています。その中には、保証人の

確保が困難な入所希望者への対応が挙げられており、国土交通省は、保証人を確保でき

ないために、市営住宅に入居できないといった事態が生じないよう要請をしてきていま

す。 

 そうした中、近年、新たな動きがありました。令和４年10月に総務省中部管区行政評

価局が、保証人規定は必要な人の入居を妨げていると指摘し、保証人の確保が困難な人

の公営住宅への入居に関する調査結果を公表し、中部地方整備局に対して、改善を求め

る所見を通知しました。 

 そして、今年３月29日付で、中部管区行政評価局は、改善措置状況を公表し、中部管

区では12の事業主体、公営住宅を管理する都道府県及び市町村をいいますが、新たに条

例から保証人規定を削除されたとしました。 

 本市では、山県市市営住宅管理条例11条及び同条例施行規則の規定により、例外規定

はあるものの、１名の連帯保証人の届出が義務づけられています。本市でも近年少し緩

和されてきた保証人の件ですが、今は時代に即した対応が求められていると考えます。 

 そこで、建設課長にお聞きをします。 

 現状、本市には、市営住宅として、どこに何戸あり、何世帯、何名の方が入居されて

いるのか、入居状況をお聞きします。また、入居に対する問合せ状況はどのようか。 

 以上２点、お尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 棚橋建設課長。 

○建設課長（棚橋和夫君） 御質問にお答えします。 

 御質問の１点目、市営住宅がどこに何戸あり、何世帯、何名が入居されているのかに
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ついてでございますが、市営住宅は市内の４か所に設置しており、佐賀地内の金池住宅

では13戸で９世帯、11名が、高富地内の寺洞住宅では２戸で１世帯、２名、西深瀬地内

の唐鋤住宅では６戸で４世帯、６名、岩佐地内のサンセイス美山では15戸で14世帯、36

名がそれぞれ入居となっております。 

 なお、サンセイス美山を除く、その他の市営住宅の空き室においては、築年数が古い

ことから、政策空家としており、現在、入居者の募集は行っておりません。 

 御質問の２点目、入居に対する問合せ状況についてでございますが、正確な問合せ数

の把握はできておりません。なお、過去３年間では、サンセイス美山において、令和３

年度に２戸、令和４年度に２戸の退去に対して、修繕後の募集により、令和３年度に２

戸、令和４年度に１戸の入居があり、その際は抽せん等は行っておりません。また、残

りの１戸については、現在、入居募集中の状況であります。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 加藤義信君。 

○７番（加藤義信君） 本市の市営住宅の戸数は36戸ということでしたが、うち、新たに

入居可能な市営住宅の戸数は、サンセイス美山の15戸のみということです。 

 例えば県内で一番人口が少ない白川村は、人口が1,511人で、村営住宅が20戸、次に人

口が少ない東白川村でも、人口2,017人で、対して57戸、近隣市町の市営住宅の戸数は、

美濃市が人口１万9,267人で254戸、本巣市が人口３万2,940人で125戸となっています。 

 令和５年４月１日現在で、岐阜県内で市町村が管理する公営住宅に入居の際の保証人

確保を求める規定が削除されているのは、岐阜市、下呂市、美濃市、七宗町、池田町、

大野町の６市町になります。また、本年９月には海津市でも保証人確保規定が削除され

ました。 

 その７市町が管理している戸数は、下呂市が622戸、七宗町91戸、池田町が110戸、大

野町が48戸、海津市が94戸というように、本市が管理している市営住宅の戸数がほかの

市町に比較してもかなり少ないことが分かります。これは管理しやすい状況にあると思

います。 

 また、本市の家賃収入率は、令和１年度で89.2％、徐々に上がって、令和４年度は99.2％

となっており、戸数が少ない分、１回の未納分で変動が大きくなるようですが、きちん

と納付されている方のほうが多いのではないかと思います。 

 そこで、市営住宅入居の際の保証人確保を求める規定の削除について、保証人規定を

残している事業主体は家賃収納率の低下が懸念されるとか、緊急連絡先等、家賃債務保

証以外の役割を保証人に求めているなどを理由と挙げています。 
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 一方求めていない事業主体では、入居者への早期かつ、きめ細やかな納付指導、緊急

連絡先の届出で対応するなど、保証人の規定を削除しても、デメリットはあまりないと

しています。 

 このようなことから、再度、建設課長にお聞きをします。 

 本市においても、国交省からの要請を踏まえ、改めて条例を見直す時期に来ているの

ではないかと考えますが、本市の市営住宅入居に関する保証人規定の削除についてどの

ような考えなのか、お尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 棚橋建設課長。 

○建設課長（棚橋和夫君） 再質問にお答えします。 

 現在山県市において、市営住宅入居の際には、条例により、入居者と同等程度収入を

有することなどの条件を有した連帯保証人を求めておりますが、議員御発言のとおり、

今後、住宅の確保に配慮が必要な人にとって、保証人確保が困難であることを理由に入

居できないといった事態が生じないように、保証人の取扱いを考えていく必要があると

考えております。 

 一方で、山県市の家賃収納率は、他の自治体に比べて高いほうであると思われますが、

一部の入居者において、連帯保証人により、滞納分家賃の納入があるのが現状であり、

保証人規定廃止により、家賃収納へ影響することが懸念されることも否めません。 

 しかしながら、昨今の社会的情勢を踏まえ、岐阜県を含め、県内自治体においても、

保証人の取扱いについて配慮する方向に向かっております。 

 山県市においても、他の自治体の対応策を参考にして、例えば、保証人に代えて緊急

連絡先や身元引受人を求めるなどの対応策を行った上で、条例から保証人規定を廃止し、

住宅困窮者に適切に市営住宅を供給できるよう進めてまいりたいと考えております。 

 以上で答弁を終わります。 

○議長（山崎 通君） 加藤義信君。 

○７番（加藤義信君） 条例から保証人規定を廃止するよう努めていくということでした。

公営住宅の入居に当たり、保証人を見つけられずに困っているという課題でありますの

で、入居者の負担軽減のために適切な改善をお願いして、次の質問に移ります。 

 森林整備についてお尋ねをします。 

 森林の代表的な機能として、温室効果ガス削減や、木の根は土を固定し、土砂崩れな

どの災害を防ぎ、雨水が落ち葉を通して地中にゆっくり浸透することで、川への急激な

流出を緩和するとともに、水を浄化しています。 

 山県市の地目別では、森林が約84％を占めており、農用地約６％、宅地３％、道路約
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２％となっており、森林が占める割合が多いことが分かります。 

 この豊かな森林が持つ多くの機能を生かすには、森林をしっかりと整備していくこと

が必要です。林業の採算性の低下や、所有者が不明な森林があることや、担い手の不足

などにより、手入れ不足の森林が増えています。荒れた森林も多く、民家への影響や、

異常気象による豪雨などでの土砂災害、倒木といった被害も危惧をされています。 

 このような中、令和元年度に、市町村による森林整備等の新たな財源として森林環境

譲与税の譲与が、市町村が私有林の経営管理を受託する仕組みとして森林経営管理制度

がスタートしました。そして、来年度からは、森林環境譲与税の財源となる森林環境税

の課税が、国税として年額1,000円が個人住民税に上乗せをされ、徴収をされます。 

 一方、森林環境譲与税は、令和元年度から譲与されていますが、納税される森林環境

税は、森林環境譲与税として、私有林人工林面積、林業就業者数及び人口によって按分

されて、県や市町村に配分をされ、森林経営管理制度をはじめとする森林整備や、その

促進のための取組に活用されます。 

 森林環境譲与税の使途は、市のホームページでの公表が義務づけられているため、本

市でも確認できますが、令和３年度までは公表されています。そうした貴重な財源を活

用して森林の整備が進められます。 

 この森林経営管理制度とは、手入れが十分に行き届いていない森林の整備を進めてい

くために、森林を所有している方には、適切な手入れなどの経営管理を行う義務があり

ますが、御自身で管理するのが難しい場合や、相続などで受け継いだ森林の扱いにお困

りの場合、森林の経営や管理を市町村に任せるものです。 

 令和３年度末までに、全国の1,225市町村で森林経営管理制度に係る取組を実施し、975

市町村で、森林所有者に対して意向調査を実施しています。本市は、令和元年度に意向

調査に取り組むと回答をしており、市に任せるのかどうか等の意向調査を随時全調査を

行うこととなっています。 

 そこで、農林畜産課長にお聞きをします。 

 １点目、意向調査の進捗状況と、結果がどのように反映されているのか。２点目に、

令和元年度から始まった森林環境譲与税の財源で、令和元年度分1,489万7,000円と、令

和２年度分1,943万3,000円、合計3,433万円が、基金積立てとなりましたが、その使途は

どのようか。 

 以上２点についてお尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 御質問にお答えします。 
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 御質問の１点目、意向調査の進捗状況と結果の反映についてでございますが、まず、

本市の森林経営管理制度の方針を説明させていただきます。 

 山県市は、この制度を活用して、森林整備を効率よく着実に進めるため、全域にわた

って取り組む前にモデルケースとして実施し、その実証結果を踏まえた上で、本格的に

実施していく方針でございます。 

 さて、御質問の意向調査の進捗状況につきましては、令和４年度に伊自良北部地域を

モデル地域として、意向調査を実施しました。なお、モデル地域が占める未整備森林面

積は、市全体の未整備森林面積に対して約２％となります。 

 令和４年度の意向調査では、36名、37.43ヘクタールに対し、調査票を発送し、30名、

29.09ヘクタールから回答があり、回答率は83.3％でございました。 

 また、意向調査の結果の反映につきましては、意向調査の選択肢は、自分で整備する

と、自分で林業事業体に委託依頼する、市の仲介による整備を希望する（森林所有者の

経済的負担なし）としまして、そのうち、市の仲介による整備を希望すると回答を得ら

れたのは、回答を得られた30名のうち、24名、26.93ヘクタールでございました。 

 今年度、その意向を示された森林所有者及び森林の情報を林業事業体に情報提供いた

しましたので、今後、林業事業体から森林所有者に対して、森林整備の方法について提

案され、順次、森林整備が進むものと考えております。 

 御質問の２点目、森林環境譲与税の基金積立てとなった使途についてでございますが、

令和３年度の森林環境譲与税は3,547万6,000円が交付され、森林環境整備事業、林道改

良事業、被害森林処理事業、木育製品導入事業に、同額の3,547万6,000円を支出してお

り、基金への積立額はございませんでした。 

 令和４年度の森林環境譲与税は、4,467万4,000円が交付され、新たに森林経営管理制

度の関連事業として、意向調査、集積計画等作成に着手し、6,023万6,000円を支出に対

し、基金から1,556万2,000円を繰り入れております。その結果、令和５年度当初の基金

残高は1,876万8,000円となっております。 

 なお、令和４年度の使途詳細につきましては、令和６年１月までに、山県市ホームペ

ージにて公表させていただく予定でございます。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 加藤義信君。 

○７番（加藤義信君） 本市のように、森林が占める割合が多い地域の中で、森林経営管

理制度による森林整備事業が始まったというふうに感じます。 

 他市を見てみると、令和３年度末までに262市町村が約9,100ヘクタールの集積計画、
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これは市町村が森林所有者から受託することを策定し、そのうち48市町村が約1,100ヘク

タールの配分計画、これは市町村が林業経営者へ再委託するものですが、それを策定し、

その前年度から１年で約３倍にも取組が増加をしています。 

 しかし、本市でも、特に美山地域などでは、以前から林業事業体の皆さんが個人の私

有林の整備、管理をしていただいていますが、今後の事業推進の中でも、森林事業者さ

んの協力は欠かせないものだと思います。 

 森林経営管理制度により期待できる効果として、市の関与により、森林所有者が安心

して市に経営管理を委ねることができ、また、これまで手入れができなかった森林の整

備が進むことで、森林が有する災害防止や木材生産、人材育成など、多面的な機能を発

揮させることが可能となります。 

 森林整備では、伐採跡地などに植林を植える植栽、植えられた生育の妨げになる草木

を刈り取る下刈り、樹木同士の過密さを防いで、適切に日光が当たるように、一部の樹

木を伐採する間伐、そして、これらの作業に必要となる林道の整備など、様々な取組が

あります。 

 また、花粉発生源対策としての杉の植え替え、民家やインフラ施設周辺の森林整備な

ど、地域の課題に応じた取組も求められています。 

 また、森林整備を担う人材育成として、林業の担い手を育成するための研修や、林業

従事者への安全防護服の購入補助、林業に必要な技能講習経費への助成なども行われて

います。 

 木材利用の普及啓発としては、森林整備に伴い、伐採、搬出される木材を建設物等に

利用していくことなど、森林整備の必要性や木材利用の意義等についても住民の皆様に

広くお伝えすることなど、税の使途の取組についてのイベントの開催なども重要なこと

だと考えます。 

 本市の個人私有地未整備森林面積は、伊自良地域は145ヘクタール、次に、高富地域が

250ヘクタール、 も多い地域が美山地域で3,518ヘクタールと、有効的かつ優先的箇所

に計画的な森林整備を行う必要があると考えます。 

 まずは、一連の作業の入り口となる意向調査対象森林をどのように選定し、優先順位

を定め、順次、意向調査を進めていくのか。２点目に、森林の事業展開の推進や取組に

ついての考えはどのようか。 

 以上２点について、農林畜産課長にお聞きをします。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 再質問にお答えします。 



－ 79 － 

 御質問の１点目、意向調査対象森林についてでございますが、意向調査の対象となる

森林は、私有林の人工林のうち、10年以上未施業の森林を選定しております。 

 議員御指摘のとおり、その面積は、山県市全体で3,919ヘクタールとなります。段階的

に3,919ヘクタールの意向調査を実施する予定で、山県市全体を12の地域、高富２地域、

伊自良２地域、美山８地域に分けて、順次実施していきたいと考えております。 

 地域の優先順位につきましては、森林の占める面積割合が低く、また、放置された里

山林が多く、市が積極的に推進策を講じなければ、林業生産活動の進展が期待できない

地域を優先して着手する方針としました。 

 具体的には、高富地域と伊自良地域を優先して実施し、その後は、森林率が高く、林

業生産活動が盛んな美山地域を実施する予定でございます。 

 御質問の２点目、森林の事業展開の推進や取組についてでございますが、現在、国や

県、市において、林業事業体向けの様々な森林整備の補助事業があり、木材生産林であ

れば、森林経営計画の策定、編入を行って、国の補助事業により、利用間伐を実施する

ほか、奥山などの条件の不利な林分につきましては、県の補助事業や森林環境譲与税を

財源とした市単独の間伐補助事業がございます。 

 これらを各林業事業体がうまく活用して、森林整備を推進できるよう、林業事業者へ

の支援を含め、情報提供や助言等を行っていきたいと考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 加藤義信君。 

○７番（加藤義信君） 後に、令和６年度から税の徴収が始まることにより、さらなる

説明責任を果たしていくという観点からも、今年度中には森林経営管理制度推進のため

の全体計画を作成する必要があるのではないかと考えますが、 後に農林畜産課長にお

尋ねをします。 

○議長（山崎 通君） 福井農林畜産課長。 

○農林畜産課長（福井 淳君） 再々質問にお答えします。 

 御質問の今年度中に森林経営管理制度推進のための全体計画作成についてでございま

すが、意向調査を含めて、森林経営管理制度の計画について答弁させていただきます。 

 山県市はこの制度を活用して、森林整備を効率よく着実に進めるため、全域にわたっ

て取り組む前にモデルケースとして実施し、その実証結果を踏まえた上で本格的に実施

していく方針でございます。モデル地域である伊自良北部地域での意向調査を令和４年

度に実施しておりまして、今年度その結果を林業事業体に情報提供したところです。今

後、モデル地域の森林整備を進めていくよう努めます。 
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 また、意向調査を含む森林経営管理制度の計画が必要だと考えており、来年度以降に

その実証結果を整理、検証し、本格実施に向けた計画を立案したいと考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で加藤義信君の一般質問を終わります。 

                                         

○議長（山崎 通君） これで本日予定しております一般質問は全て終了いたしました。 

 一般質問の２日目につきましては、15日、明日の午前10時から会議を再開いたします。 

 本日はこれにて会議を閉じ、散会いたします。 

午後２時32分散会 
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午前10時00分開議 

○議長（山崎 通君） ただいまの出席議員数は13名であります。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                         

 日程第１ 一般質問 

○議長（山崎 通君） 日程第１、一般質問。 

 ただいまから、14日に引き続き、通告順位に従い、一般質問を行います。 

 通告順位８番 松久 茂君。 

○１番（松久 茂君） おはようございます。 

 議長より発言の許可をいただきましたので、通告に従い、線状降水帯等による豪雨災

害対策について質問いたします。 

 ９月20日の毎日新聞によれば、気象庁気象研究所などの研究チームらは、地球温暖化

進むと国内の線状降水帯の発生1.6倍にと題して発表しました。また、チームは、現在の

気候では起こり得ないような回数の線状降水帯が発生する可能性があるとして、防災な

ど、温暖化の影響を軽減する適応策の重要性を指摘しています。 

 気象庁によると、線状降水帯とは、積乱雲が次々と発生し、長さ50から300キロ程度、

幅20から50キロ程度の帯状に並び、同じ場所で数時間にわたり強い雨を降らせる現象を

指すと言っております。豪雨災害は、線状降水帯の発生によってもたらされることが少

なくなく、チームは1951年から2010年を基準に、温暖化によって、産業革命前より２度

と４度上昇時の線状降水帯の発生回数をコンピューターでシミュレーションしました。

結果は、従来は年平均23回だったのが、２度Ｃ上昇で31回、1.3倍、４度Ｃ上昇で38回、

1.6倍となりました。４度Ｃ上昇では、多いときは60回、2.6倍以上発生する年もあった

とも述べております。 

 以上の記事から、地球温暖化が進むと線状降水帯発生頻度は高くなり、洪水災害の危

険度が高くなると考えられます。私は、過去の災害事例等を考慮して、事前のハード及

びソフト対策が防災上の重要課題であると考えます。 

 さて、桜尾地区に目を向けますと、昭和51年９月、一般に言う安八豪雨ですが、ここ

で一級河川鳥羽川の氾濫により、鳥羽川沿川地区、富岡、桜尾が浸水しました。この災

害は近年 大規模のものでありまして、桜尾の焼橋地区は床上浸水となり、自衛隊、消

防団等によるボート避難が発生しました。 

 その後の山県市内での鳥羽川の災害防止対策としては、岐阜市境の柿畑橋上流付近か
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ら桜尾地区の椎倉合流付近まで約2.6キロを事業区間としまして、計画規模５分の１年、

将来的には20年ですが、の河川改修が実施されており、現在、富岡橋下流付近まで改修

が進んでいます。鳥羽川改修事業の令和３年の再評価においては、その事業効果として、

５分の１規模の出水により想定される富岡地区等の浸水区域は解消されるとも記述があ

ります。 

 また、平成２年９月、台風19号豪雨災害においては、広報たかとみ11月号によれば、

床上浸水34戸、床下75戸が発生し、泥海と化した桜尾地区、桜尾公民館の写真が掲載さ

れております。また、赤尾５号地区の方に当時の話を聞きますと、一部の住宅床上浸水

が発生した、地区内道路冠水10センチ程度あったかな、赤尾から伊佐美登都ケ洞方向を

見ると水田部は全面浸水していたという報告があります。 

 さらに、 近では、令和５年８月、台風７号豪雨時に道路が一部冠水して運転が怖か

ったとか、桜尾クリーンセンター付近の鳥羽川は、堤防天端付近まで水位が上がり、今

にも越水しかけていたという情報もありました。このような情報は 近増えてきたよう

な気がします。 

 以上、昭和51年９月豪雨以降の主立った災害を見てきましたが、昭和51年９月豪雨規

模以上は別途と考えるにしても、この赤尾・伊佐美地区において頻度が高い冠水等の災

害について検討する必要があると考えます。 

 災害については、運であり仕方がないと考える方もあるかもしれませんが、被災者の

身になって、二度と同じような体験をしたくないという思いを察し、ハード面の対策を

考え、災害を少しでも減災することが重要であると考えます。 

 そこで、１点目の質問ですが、線状降水帯発生頻度が多くなり、洪水災害の危険度が

高くなる中で、防災上の重要課題であるハード及びソフト対策について、防災担当課と

して今後どう対応していくべきかを理事兼総務課長にお伺いします。 

 また、２点目の質問といたしまして、地球温暖化による水害危険度が増加する中で、

鳥羽川の富岡より上流の椎倉川合流点までの区間の河川改修についても、少しでも早く

完成すべきと考えますが、建設課長の御意見を伺います。 

 さらに、３点目の質問といたしまして、桜尾地区の鳥羽川と椎倉川合流付近において

発生する頻度が高い線状降水帯等に起因する冠水等の災害に対して、少しでも低減する

減災の観点からのハード面の対策が必要と考えますが、建設課長のお考えをお伺いしま

す。 

○議長（山崎 通君） 谷村理事兼総務課長。 

○理事兼総務課長（谷村政彦君） 御質問にお答えします。 
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 平成26年８月の広島県で発生した集中豪雨から注目されるようになりました線状降水

帯ですが、その定義などは議員御発言のとおりでございます。 

 その発生頻度が多くなり、洪水災害の危険度が高くなる中で、防災上、ハード、ソフ

ト面の対策についてどう対応していくべきかという御質問についてお答えいたします。 

 防災担当課としては、山県市が取り組むべき課題は少なくないと認識しております。

特にソフト面での対策は、洪水のみならず自然災害全般に対し、市民の皆様が自ら命を

守るための行動に重要な影響を及ぼします。 

 その中でも、特に情報が重要と考えております。今、自分が住んでいる地域がどんな

状況にあるか、正しい情報を迅速に入手することが大切です。例えば、洪水に関して申

し上げますならば、河川の水位、降雨量、今後の気象予報など、正確な情報を入手する

ことで、御自分の命を守る行動判断につながってまいります。 

 情報入手のための山県市のインフラ整備はおおむね完了していると考えております。

防災無線をはじめ、山県市気象観測システムなどのシステム整備、ホームページにはハ

ザードマップ、避難所一覧等も含めて、各種防災に関する情報を掲載いたしております。 

 独自の山県市気象観測システムでは、市内10か所の雨量や主な河川の水位に関する情

報などを確認できるほか、岐阜県の総合防災ポータルや気象庁の気象情報にもリンクし

ております。 

 また、山県市情報配信サービスでは、防災情報や気象情報などを事前に登録された市

民の皆様の携帯電話に瞬時にメールとして届けることが可能で、現在458名の方が登録さ

れております。さらに、山県市情報配信サービスで発信された内容はホームページで確

認できるほか、今年度新たに開始いたしました山県市の公式ＬＩＮＥとも連携いたして

おります。 

 各種ツールが充実いたしておりましても、使っていただかなくては情報を伝えること

ができません。登録者を増やし、より多くの市民の皆様に防災に関する情報を能動的に

取得していただけるよう、周知に努めてまいりますので、議員におかれましても多くの

方の登録に御協力いただきますようお願い申し上げます。 

 そのほかにも、ソフト面では、自主防災組織の充実、防災訓練、消防団員の確保、避

難所の充実など、多くの課題がございますが、市民全員が安心して暮らしていただける

よう、気象災害等に対しては、早めの準備や情報発信に心がけ、防災・減災対策に努め

てまいりたいと思います。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 棚橋建設課長。 
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○建設課長（棚橋和夫君） 御質問にお答えします。 

 御質問の２点目、鳥羽川の富岡橋より上流の椎倉川合流点までの区間の河川改修の早

期完成についてでございますが、現在の鳥羽川河川改修は、平成26年に改訂された岐阜

県新五流域総合治水対策プランに基づき、段階的な整備として、短期、おおむね10年の

整備目標である富岡橋までの区間で計画規模５分の１年の暫定改修が進められ、現在は

河川改修に伴う富岡橋の架け替え工事が行われております。 

 しかし、昨今の局所的な大雨等のときには、鳥羽川未改修区間の上流部である桜尾地

区では冠水等の被害が生じており、議員御質問のとおり、地球温暖化による水害危険度

が増加していることを踏まえると、富岡橋より上流の椎倉川合流点までの区間において

も早期に暫定改修を完了することが必要と考えております。 

 そのため、山県市として岐阜県に対し、改訂に向けた検討が進められております岐阜

県新五流域総合治水対策プランにおける鳥羽川の次期短期整備目標区間を椎倉川合流点

まで延伸することを一昨年度から継続して要望しており、さらに今年度は、鳥羽川改修

促進期成同盟会からも同様の要望を行っていただくべく、準備を進めているところでご

ざいます。 

 御質問の３点目、桜尾地区で発生する頻度が高い冠水等の被害に対する減災の観点か

らのハード面の対策についてですが、局所的な大雨等により、桜尾地区の鳥羽川と椎倉

川合流点付近において発生する冠水の災害は、降雨に伴う鳥羽川や椎倉川の水位上昇が

地区内排水路の水位より高くなり排水不良を生じることが主要因と考えられ、それに対

しては２点目の質問でお答えしたように、鳥羽川河川改修を椎倉川合流点まで完了する

ことが効果的と考えますが、それにはまだ相当の時間を要するのが現状であります。 

 その合流点付近では、地形や河川条件を利用した電動転倒堰と手動水門の構造の頭首

工がそれぞれの河川に設置されており、鳥羽川の東西に位置する２つの水利組合がそれ

らの河川の水を融通し合い、かんがい利用されています。 

 そうした中、近年の局所的な大雨の際には、さきに述べましたような河川と地区内排

水路の水位差の状況によっては、水門の開閉状況により冠水を助長する可能性が懸念さ

れるため、その水門管理が重要であり、変化する気象・河川状況に応じた臨機応変な水

門操作が必要であります。 

 このような状況を踏まえ、頭首工を管理する農林畜産課において、河川及び頭首工の

状況を遠方監視するカメラ設置及び水門を遠方操作する電動化の工事を現在施工中であ

り、これにより局地的な大雨等の際にも監視カメラで現場状況を把握しながら、迅速、

的確な水門操作が可能となり、冠水等のリスク低減につながると考えております。 
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 さらに、大雨後の冠水時間の短縮を目的とした地区内の排水路改修も一昨年度から継

続して実施しており、１点目の御質問で理事兼総務課長がお答えしたようなソフト面の

対策に加えて、このような冠水等の被害を少しでも低減する減災の観点でのハード面の

対策を行うことで、地域住民の安心・安全な暮らしを守ることにつなげることができる

と考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 松久 茂君。 

○１番（松久 茂君） 結びとしまして、質問１と３では理事兼総務課長、建設課長から、

ソフト面、ハード面について答弁をいただきました。それぞれの対策が相乗的に効果を

発揮できるよう、関係各課が連携して取り組むことで、冠水等の際、被害を少しでも軽

減し、地域住民が安心して暮らせることを望みます。 

 質問２においては、建設課長より答弁をいただきました。ここでは、富岡橋より上流

の椎倉川合流点までの区間においても早期に暫定改良が完了するよう、協議くださるよ

う望みます。 

 以上で私の発言を終わります。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で松久 茂君の一般質問を終わります。 

 通告順位９番 古川雅一君。 

○６番（古川雅一君） 議長の許可をいただきましたので、中学生の服装について質問さ

せていただきます。 

 12月６日の岐阜新聞に、高富中学校の生徒が制服について話合いの場を設け、試験的

に私服を試験導入したという記事が掲載されました。生徒たちが、制服の在り方につい

て自ら積極的に話し合い、行動に移したことは非常に価値のあることだと思います。 

 学校制服はかつて、男子は詰め襟、女子はセーラー服が定番でしたが、近年は性別を

問わずに着られるブレザータイプのジェンダーフリー制服への移行が進んでいます。 

 ＬＧＢＴＱ、性的少数者への配慮も当然必要ですが、ＬＧＢＴＱではなくても、中学

校に入学するまでスカートをはいたことのない児童が中学生になった途端にスカートを

はかなくてはいけないのが嫌だったという話も聞いています。また、動きやすさなど機

能性を重視する考えも広がり、自分に合ったものを選べる制服がトレンドになってきて

います。 

 大手制服メーカーによると、ブレザーは男女共通のシルエットで、スラックス、スカ

ートを性別に関係なく選べる学校が増えているといいます。体形をカバーでき、温度調
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整しやすいパーカーも人気で、これまでなかったハーフパンツも夏用の制服として登場

しています。同メーカーの女子用スラックスを採用する学校、これは高校も含みますが、

全国の累計で、2017年度末には約670校、2019年度末に約1,000校、2021年度末には約2,200

校と、今までスカートのみだった女子生徒の制服にスラックスを導入する学校が増加し

ています。 

 全国の中学、高校の教員1,400人にアンケート調査をした結果、女子生徒用のスラック

ス制服の採用状況は、約７割の学校が採用しています。また、男子生徒のスカート制服

の着用許可の状況は３割にも満たないとも回答しています。 

 冬場の登校時にはスカートの下にジャージ等をはいている生徒を見かけます。特にス

カートでの自転車通学の寒さはかなりなことと思われ、健康被害も考えなくてはいけま

せん。 

 時代の流れとともにＬＧＢＴＱ等も考慮して、服装の在り方も考えていかなければい

けないのではないでしょうか。 

 そこで、３点お伺いします。 

 １点目、現在の３中学校の登校時も含めた服装は。 

 ２点目、現行の詰め襟学生服、セーラー服とブレザーのどちらかを選べるようにして、

スラックス、スカートを選択できるようにしてはと考えますが、見解は。 

 ３点目、ＬＧＢＴＱの方への制服の対応は。 

 以上の３点を教育長にお尋ねいたします。 

○議長（山崎 通君） 服部教育長。 

○教育長（服部和也君） 御質問にお答えします。 

 御質問の１点目、３中学校の登下校を含めた服装についてでございますが、３中学校

とも制服を基本としています。もちろん、天候や健康状態などに合わせて、体操服の利

用や防寒着の着用を認めております。 

 御質問の２点目、制服の変更及び着用の選択についてですが、一般的には制服の指定

及び着用については、各学校の校則や生活の決まりとして校長が定めます。市内３中学

校の制服につきましては、現在の校名として開校して以来、変わっておりません。平成

27年に高富中学校において、新たに夏服用半袖セーラー服が加わったことのみが追加変

更点です。 

 議員御指摘のとおり、近年、説明できない校則という観点から、全国的に見ても制服

変更の議論は少なくありません。市内３中学校においても、２年ほど前から生徒会が中

心となった校則の改正が行われています。靴下の色や通学用の靴などは生徒の選択の幅
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が広がっています。ポロシャツの導入や制服のブレザー化などの意見も出ていると聞い

ています。 

 教育委員会としましては、これまでルールを守る側であった生徒が自分たちでルール

をつくる側になって、多角的に物事を見て議論を進めるといった、この先の時代を生き

ていく上で極めて重要な経験を積んでいると考えます。 

 今後は、山県学園構想において１つの学校というコンセプトを打ち出していますので、

３中学校の生徒たちが意見交流し、校則や服装の見直しなどについても、自分たちの問

題として改善していくよいテーマであると考えます。あわせて、今年度中に中学校長会

とも具体的に意見交換してまいります。 

 御質問の３点目、ＬＧＢＴＱの方への制服の対応についてですが、学校がＬＧＢＴＱ

に限らず、個別の配慮事項については、本人や保護者の意向に沿って対応することが原

則であり、学校も適切に対応していると認識しています。 

 議員の御提案にもありましたが、制服の選択制という方法は、生徒のストレスを減ら

し、お互いに多様性を受け入れていくという姿勢にもつながると考えます。今後の制服

の議論の際の重要なファクターになると捉えています。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で古川雅一君の一般質問を終わります。 

 通告順位10番 寺町祥江君。 

○４番（寺町祥江君） 議長より発言の許可をいただきましたので、一般質問を１件させ

ていただきます。 

 清流会、会派代表質問とさせていただきます。 

 令和６年度予算に向けて、市長へお尋ねをいたします。 

 平成15年に２町１村が合併して誕生した山県市は、今年で市政20周年という節目を迎

えました。新型コロナウイルスによる影響が少しずつ緩和する中で、各所において市民

の方々との協働で記念事業が開催され、市内が大いににぎわった１年、林市長の４期目

の市政がスタートし、ここまで行政が一丸となってその取組に御尽力いただいたことと

存じます。 

 清流会といたしましては、今年６月、令和５年第２回定例会において、４期目を迎え

られた市長の重点施策についてお尋ねをいたしました。 

 包括的な子育て支援と女性の活躍については、多様な価値観を認め合い、女性活躍を

含む全ての市民が活躍できる環境を整備していきたい、未来を見据えた力強く豊かなま
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ちづくりにおいては、インター以北の国道256号バイパス整備による詳細設計に向けた準

備、健康寿命の延伸と高齢者の活躍については、個々の職歴や特技を生かすことができ

るような多様な場での活躍を支援していく、新たな時代に向けたＧＸ、ＤＸの推進につ

いては、直接市民の利便性を高めるためのＤＸ、本年度内定した環境省からの交付金を

活用したＧＸの取組についてなどをお答えいただいております。 

 前回の第３回定例会では、令和４年度の決算認定を終え、総合計画をはじめとする各

計画が本年度 終年度となるものもあり、次期計画策定に御尽力をいただいているとこ

ろ、10月10日付で令和６年度当初予算編成方針が通達されました。 

 そこで、市政20周年の節目を迎え、新たなステージへと向かう次期計画、４期目の林

市政の 初の予算編成となる来年度予算に向けて、基本的なお考えをお尋ねいたします。 

○議長（山崎 通君） 林市長。 

○市長（林 宏優君） 御質問にお答えをいたします。 

 市政20周年を迎えました本市のまちづくりにつきましては、新たなステージに向け、

現在策定中であります第３次の山県市総合計画及び山県市デジタル田園都市国家構想総

合戦略とともに再スタートしていくわけでございますが、既に到来しております少子高

齢化の中においても、各世代がおのおの役割を担い、多様性のある社会づくりに取り組

むため、そして、持続可能なまちづくりを進めていくための道しるべとしての総合計画

となるよう進めているところでございます。 

 そうした中におきまして、令和６年度の予算は、未来に向け持続可能なまちへと進ん

でいくため、４つの視点を重点事項に設定し、予算編成を進めていくこととしておりま

す。 

 それでは順に、各視点における考え方を述べさせていただきます。 

 初１つ目のこどもと未来を結ぶ多様性のある社会の実現につきましては、こども家

庭庁の設立から始まり、国の子供を取り巻く環境整備の強力な推進によりまして、子供

の意思を尊重した子育ち支援、この子育ち支援の観点によります施策が重視されます。 

 山県市においても、こどもサポートセンター及びこども家庭センターなどの設置及び

保育園、児童発達支援等との連携によりまして、子供の個性を重視した支援を進め、ま

た、子育て世代などへの若い世代をはじめ、各世帯及び性別等、それぞれの持つ特性、

特徴がシームレスに溶け込み、おのおの個性を発揮できる環境づくりを進めていく方針

でございます。 

 ２つ目の健康寿命の延伸と高齢者の活躍につきましては、先ほども触れましたとおり、

既に到来しています少子高齢化、人口高齢化の中にあって、高齢者の皆様に健康でいて
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いただけることが、市といたしましても、持続可能な社会を構築する大きな要素となり

ます。フレイル予防などの健康長寿を目指した施策を継続していくほか、その元気な高

齢者の皆様が社会の重要なピースとして活躍をしていただくための支援事業を推進して

まいります。 

 また、高齢化社会において重要となります家族、地域などの支援者が安心して暮らせ

るための施策も推進してまいります。 

 次に３つ目でございますが、未来を見据えた力強く豊かなまちづくりにつきましては、

住みやすさの基準となります基盤整備、地域振興、地方創生などが中心となる事業とな

りますが、道路などのインフラ整備、企業誘致などを引き続き推進していくとともに、

近年、発生頻度が増しております自然災害に対しましても、国土強靱化に向けた国のサ

ポートを受けられるよう、時期を逸することなく活用し、あらゆる面におきまして機能

不全に陥らず、市民の皆様が安心して生活を送っていただける事業を展開していきたい

と考えております。 

 観光振興などにおきましては、国指定を目指し現在調査を進めております大桑城の文

化資産の活用を進めていくとともに、そのほかの商工業・農林業資産等の現有資産につ

きましてもクローズアップした事業を展開し、山県市の存在感を高めることによりまし

て、市民が誇れるまちづくりを進めていく方針としております。 

 後に、４つ目の社会の変革を好機に変えるＧＸ、ＤＸの推進につきましては、昨年、

山県市カーボン・マイナス・シティ宣言及び脱炭素事業の計画を策定し、市民への脱炭

素化への支援、公共施設における脱炭素化等をスタートしているところであり、今後、

計画を基にした公共施設の省エネルギー化に向けた環境整備、環境改善などを推進して

いく方針といたしております。 

 また、ＤＸにつきましては、業務の洗い出しによりまして、市役所業務の効率性及び

サービスを向上させるためのツール開発を進めてきたところでございますが、今年度に

おきましては遠隔窓口支援、書かない窓口などのサービスを導入予定であり、来年度か

らはそれらのツールの有効活用、さらには利便性を高めることができるツールの導入を

進め、併せて、それらの企画、運用を進めていく技術を持つ人材育成も強化していきた

いと考えております。 

 ただいま申し上げましたこの４つの視点はどれも重要であり、それぞれが絡み合うこ

とで施策の相乗効果を高めることができると考えております。 

 令和６年度は、未来に向け持続可能な力強い地域社会の構築をするための新たな一歩

の年と考えておりまして、限られた財源の中ではありますが、全職員が一丸となりまし
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て、アイデアを出し合い、編成作業を行っていくとともに、引き続き、議員各位の御支

援をいただき、市民の皆様が将来にわたって安心して生活できるまち、そして多くの人

が山県市に住んでみたいと感じていただくための予算編成としようと、今、考えている

ところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 寺町祥江君。 

○４番（寺町祥江君） 再質問をさせていただきます。 

 ただいま市長の御答弁より、令和６年度の予算は、未来に向け持続可能なまちへと進

んでいく、そのための４つの重点事項について御答弁をいただきました。 

 再質問を４点させていただきます。 

 まず初めに、こどもと未来を結ぶ多様性のある社会実現について、３点お尋ねをいた

します。 

 こども家庭庁の設立から始まり、国の子供を取り巻く環境整備の強力な推進により、

子供の意思を尊重した、子育ちの観点による施策が重視される、山県市においても、こ

どもサポートセンター、こども家庭センターなどの設置及び保育園、児童発達支援等の

連携により、子供の個性を重視した支援を進められるとのことでした。 

 質問１点目です。 

 小学校入学後に、対人関係、行動、コミュニケーション、社会性に課題を抱えること

の多い発達障害は、不登校、心身症などの２次障害を示しやすいと指摘されています。

国は、１か月児及び５歳児に対する健康診査の費用を助成することにより、出産後から

就学前までの切れ目のない健康診査の実施体制を整備することを目的とし、本年度補正

予算を計上しました。実施主体は市町村、補助率は、国が２分の１、市町村が２分の１

です。来年度予算に向けた山県市のお考えはどのようでしょうか。 

 ２点目です。 

 子育て支援日本一を目指し、これまで山県市が行ってきた施策についても、他の市町

村にはない魅力的な取組が進められてきました。ゼロ歳からの保育料の無償化、小中学

校の給食費の無償化についても、子育て世帯への経済的な支援になることは間違いない

ですが、子供一人一人の育ちをまち全体で支えるという姿勢を示した施策であったこと

と思います。そしてこれからは、それを表すワードとして、子育ち支援という観点を重

視、各施策を進められていかれるとのことでした。 

 こども家庭庁が設立する際にもそのネーミングには議論がなされ、子供の子を平仮名

にすることにその思いが込められたとお聞きしております。現状の子育て支援課という
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担当課名もそれが伝わるようなものにされてはいかがと考えますが、お考えはいかがで

しょうか。 

 ３点目です。 

 こどもサポートセンター、こども家庭センターなどの設置及び保育園、児童発達支援

等との連携、個を尊重した支援、また、子供たちが個性と能力を発揮できる取組をより

一層進めていくためには、その支援に従事する側の体制も整備していかなければなりま

せん。今後、ますます増えるであろう担当課の業務内容や、業務量に見合った専門的な

人材や人員配置が必要になるかと考えますが、お考えはどのようでしょうか。 

 ４点目です。 

 御答弁の 後に、令和６年度は、未来に向け持続可能な力強い地域社会を構築するた

めの新たな１年とのお考えをお答えいただきました。 

 この４年ほどの間、新型コロナウイルスの影響により、各地域で市民の皆さんに御尽

力いただいていた行事や活動は、開催を断念せざるを得なくなったものもありました。

人口減少や少子高齢化、社会情勢の変化により、地域が抱える課題も異なりますが、そ

ういった市民の皆さんの活動に対する支援はどのようにお考えでしょうか。 

 以上、市長のお考えをお聞きいたしまして、質問を終わります。 

○議長（山崎 通君） 林市長。 

○市長（林 宏優君） 再質問にお答えをいたします。 

 御質問の１点目、国の補正予算に計上された１か月児及び５歳児に対する健康診査に

おける市の対応、考えについてでございますが、１か月児健診、５歳児健診につきまし

てはそれぞれが有効と考えておりますので、医療機関における対応、また、岐阜県の事

務的支援など、各関係機関との体制が整備された後の支援の検討を進めてまいりたいと

考えております。 

 御質問２点目でございます。 

 子育て支援課という担当課名を重点施策としていく子育ち応援の支援策が伝わるよう

なものに変えてはどうかについてでございますが、課名を変更する予定はございません

が、これからは教育委員会との連携を深めながら、子供の個性に寄り添い、健全な成長

を促すための施策を推進していこうと考えております。 

 次に３点目でございます。 

 子供の個を尊重した支援を進めていくための支援体制の整備についてでございますが、

既に本年度よりプレオープンしておりますこどもサポートセンターと、来年度開設予定

のこども家庭センターの機能を合わせながら、この両センターが同一の施設にあるとい
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うことを 大のメリットと捉え、子供の個に応じた支援体制を構築していくことを考え

ております。 

 御質問４点目でございます。 

 コロナで停滞した市民活動に対する支援についてでございますが、御指摘のとおり、

コロナ禍におきましては、外出の自粛、生活様式の変容等もあり、市民生活への参加機

会の減少など、市民活動に大きな影響が生じておりました。５類移行後の現在では、今

までの休止していました事業等を、再開によりまして参加機会も増え、市民活動もコロ

ナ前に戻りつつあると感じているところであります。 

 既に少子高齢化の中にあります現状にあって、持続可能なまちを目指していくために

は、今までの支援をどう変化させていくべきかを慎重に見極めて、検討を進めてまいり

たいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 以上で寺町祥江君の一般質問を終わります。 

                                         

○議長（山崎 通君） これで本日予定しております一般質問は全て終了いたしました。 

〔「議長、暫時休憩していただきたい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 暫時休憩。 

午前10時43分休憩 

 

午前10時44分再開 

○議長（山崎 通君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 どこまでいったか分かりませんが、これで本日予定しておりました一般質問は全て終

了いたしました。 

 19日は午前10時から会議を再開いたします。 

 本日はこれにて会議を閉じ、散会いたします。 

午前10時44分散会 
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山県市議会定例会会議録 

 

（第 ５ 号） 
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令和５年第４回 

山県市議会定例会会議録 

第５号 １２月１９日（火曜日） 

                                         

○議事日程  第５号 令和５年１２月１９日 

 日程第１ 常任委員会委員長報告 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第２ 委員長報告に対する質疑 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 
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      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第３ 討  論 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 
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      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第４ 採  決 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 
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      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第５ 発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第６ 質  疑 

      発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第７ 討  論 

      発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第８ 採  決 

      発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第９ 議員の派遣について 

                                         

○本日の会議に付した事件 

 日程第１ 常任委員会委員長報告 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 
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      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第２ 委員長報告に対する質疑 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第３ 討  論 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 
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      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第４ 採  決 

      議第78号  山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例につい

て 

      議第79号  山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 

      議第80号  山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 

      議第81号  山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議第82号  山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

      議第83号  山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

      議第84号  山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例について 

      議第85号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号） 

      議第86号  令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議第87号  令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号） 
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      議第88号  令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第89号  令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号） 

      議第90号  工事請負契約の締結について 

      議第91号  山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議第92号  山県市手数料条例の一部を改正する条例について 

      議第93号  令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号） 

      議第94号  工事請負契約の変更契約の締結について 

 日程第５ 発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第６ 質  疑 

      発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第７ 討  論 

      発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第８ 採  決 

      発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

 日程第９ 議員の派遣について 

                                         

○出席議員（１３名） 

    １番  松 久   茂 君    ２番  田 中 辰 典 君 

    ３番  奥 田 真 也 君    ４番  寺 町 祥 江 君 

    ５番  加 藤 裕 章 君    ６番  古 川 雅 一 君 

    ７番  加 藤 義 信 君    ８番  郷   明 夫 君 

    ９番  操   知 子 君   １０番  福 井 一 德 君 

   １１番  山 崎   通 君   １２番  𠮷 田 茂 広 君 

   １３番  武 藤 孝 成 君 

                                         

○欠席議員（なし） 

                                         

○説明のため出席した者の職氏名 

  市  長  林   宏 優 君  副 市 長  久保田 裕 司 君 

                   理 事 兼 
  教 育 長  服 部 和 也 君        谷 村 政 彦 君 
                   総務課長 

  企画財政         丹 羽 竜 之 君  税務課長  安 達 俊 樹 君 
  課  長 
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  市民環境                          服 部 裕 司 君  福祉課長  岩 田 豊 実 君 
  課  長                  

  健康介護             子育て支援         森   正 和 君        山 田 佐知子 君 
  課  長             課  長 

  農林畜産 
        福 井   淳 君  水道課長  大 西 義 彦 君 
  課  長 

                   まちづくり・ 
  建設課長  棚 橋 和 夫 君        今 井 孝 哉 君 
                   企業支援課長 

                   学校教育 
  会計管理者  浅 野 浩 昭 君        森 川 勝 介 君 
                   課  長 

  生涯学習 
        藤 根   勝 君 
  課  長 

                                         

○職務のため出席した事務局職員の職氏名 

  事務局長  宇留野 公 男 君  書  記  棚 橋 純 次 君 

  書  記  山 口 真 理 君 
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午前10時00分開議 

○議長（山崎 通君） ただいまの出席議員数は13名であります。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                         

 日程第１ 常任委員会委員長報告 

○議長（山崎 通君） 日程第１、常任委員会委員長報告を議題といたします。 

 初めに、総務産業建設委員会委員長 田中辰典君。 

○総務産業建設常任委員会委員長（田中辰典君） 総務産業建設委員会委員長報告をいた

します。 

 本委員会は、12月８日午前10時より開催し、審査を付託されました議第78号から議第

80号、議第83号、議第85号、議第90号及び議第94号までの所管に属する条例案件４件、

補正予算案件１件、その他案件２件の７議案を議題とし、審査を行いました。 

 主な質疑において、議第94号 工事請負契約の変更契約の締結についてでは、契約を

変更するのは法に抵触しないのか。どのような経緯で契約を変更したのか。見積り積算

は間違っていなかったのか。平成29年に積算したのではないか。落札率99.9％について

どう考えるのか。議決を採れたら追加の予算を出すことができるのか。建物の不可視部

分の把握をするため、今後の対策として事前調査を行えないのか。美山支所の建設時の

図面などから地下部分について分からなかったのかなどの質疑がありました。 

 採決の結果、付託されました議第78号から議第80号、議第83号、議第85号、議第90号

及び議第94号までの７議案は、全会一致で原案どおり可決すべきものと決定しました。 

 以上、総務産業建設委員会委員長報告とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 続きまして、厚生文教委員会委員長 奥田真也君。 

○厚生文教常任委員会委員長（奥田真也君） それでは、議長から御指名をいただきまし

たので、厚生文教委員会委員長報告をいたします。 

 本委員会は、12月11日午前10時から開催し、審査を付託されました議第81号、議第82

号、議第84号から議第89号及び議第91号から議第93号までの11議案の所管に属する条例

案件５件、補正予算案件６件を議題とし、審査を行いました。 

 主な質疑においては、議第81号 山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてでは、特別利用教育を

提供する施設に限ると変更されているが、どういうことか。議第82号 山県市放課後児
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童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につい

てでは、資格緩和をするとのことで、放課後児童支援員の確保につながるのか。放課後

児童支援員の現在の確保状況は。議第85号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第７

号）（厚生文教関係）では、民生費、児童福祉総務費、施設型給付費等負担金において、

保育園ごとにおける未満児の入所状況は。議第93号 令和５年度山県市一般会計補正予

算（第８号）（厚生文教関係）では、民生費、社会福祉総務費、低所得世帯支援給付金

給付（追加給付）において、さきに令和５年度山県市電気・ガス・食料品等価格高騰重

点支援給付金にて支給した同じ世帯が対象となるのか。支給方法と支給の時期について

は。 

 採決の結果、付託された議第81号、議第82号、議第84号から議第89号及び議第91号か

ら議第93号までの11議案は、全会一致で原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、厚生文教委員会委員長報告とさせていただきます。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

 常任委員会委員長の報告が終わりました。 

                                         

 日程第２ 委員長報告に対する質疑 

○議長（山崎 通君） 日程第２、委員長報告に対する質疑。 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 発言を許します。どうぞ。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 質疑はないものと認めます。よって、これをもちまして、質疑を

終結いたします。 

                                         

 日程第３ 討論 

○議長（山崎 通君） 日程第３、討論。 

 これより議第78号から議第94号までの討論を行います。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 福井一德君。 

○１０番（福井一德君） 議長から御指名をいただきましたので、反対討論を２つ行いた

いと思います。 

 まず、１点目、議第80号 山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について。 
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 本会議の質疑で、一般職の任期付職員という制度を山県市に取り入れる現時点での必

要性と緊急性はどこにあるか尋ねましたが、人事の多様化のために制度化をしておく、

また、採用の場合も、多人数は想定していない、今すぐに採用の想定はしていないとの

ことでした。 

 第２条の１項に、高度の専門的な知識経験または優れた識見を有する者と規定される

特定任期付職員は、給与表によれば、１号給が年間総支給額627万円、２号給が705万円、

３号給が約787万、４号給が889万、５号級が1,015万となり、かなり高額な給与になる。

採用は、所属長から副市長、市長の決裁にて採用するとのことだったが、高度の専門的

な知識経験、また、優れた識見を有する者の採用の評価は相対的な評価にならざるを得

ない。 

 このような雇用の想定になる人は、企業や地方公共団体職員などの定年者を想定して

いるのか、もしくは企業からの出向などが想定されているのか、その問いには、医師や

弁護士などがありという、総務省の例示のケースが説明されました。弁護士であれば、

顧問弁護士に必要な経費を支払って仕事の依頼もできる、システム開発にしても、専門

事業者と契約すればできる。 

 今回の説明では、場合によれば定年延長に伴う再雇用職員を任期付職員に充てること

も可能性としてはあり得る。定年延長の中でこのような運用は避けるべきであると考え

ます。 

 第７条の４項、５項にある特定任期付職員のうち、特に顕著な業績を上げたと認めら

れる職員には業績手当を支給できるとある。その額は市の規則で定めるとある。顕著な

業績の評価基準はどのような内容か、誰が評価を決定するのか、また、市の規則で額を

決定するとなっているが、どの程度の金額を想定しているのかとの問いには、１か月を

上限とするが、詳細については今後検討されるようである。 

 情報化の進展など、専門分野の人材育成が求められる時代に、必要な人材要件を明確

にし、正規職員を採用して、中長期の視点から必要な教育研修を行いながら、外部の知

見を活用できる職員の専門性を磨くことを通じ、外部コンサルタントなどの活用できる

人材の育成こそ、中長期の人事戦略の要になるというふうに思います。 

 そのような観点から、人事戦略上の視点から、任期付職員の採用を前提とする条例制

定には反対いたします。 

 次、２点目、議第94号 工事請負契約の変更契約の締結について。 

 この件に関しては、総務産業建設委員会の議論の推移を傍聴いたしました。 

 以下に触れると、社会情勢の著しい変化の中、今回の金額が、解体工事費の総額３億
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2,000万円に対して300万円という額で、１％相当の額である。本来ならば、工事費総額

の見積り、契約書、予算書の中に予備費をつけておく範囲ではないか。著しい変化とい

うのは数か月単位ではない。また、入札金額の基になる積算見積りは、いつ誰とどこで

積算を行ったのかとの問いには、積算そのものは、令和４年11月30日に、葵設計に依頼

をかけたとのことだった。 

 設計と施工管理がこの会社であると、私が考えるには、本来的には３億2,000万という

高額な解体工事の場合は、ルールとして、複数積算見積りが前提で入札金額を設定する

のではないか、そうすれば、今回の追加工事の予見もできる可能性が高いのではないか。 

 法に接していないかとの問いには、契約約款の中に、数量変更があれば変更申請をし

てとの説明があった。また、今回の積算の際に、擁壁は自立しているもの、地中、はりと

溶接されており、当初の図面では地下と連結されているのは分からなかった、解体の予

定ではなかったところを解体した。判断は、山県市のほうで解体すると判断したとの説

明であった。 

 契約約款の第18条１項４から５号に、施工条件と現場が不一致、仕様書との違いの場

合、市が試掘調査もせず調査も指示していないので追加工事が必要になり、変更議決を

することを前提に協議書をつくり、工事を行い、その後、変更契約の手続を取るために

今回の提案になっているとのことだった。 

 以上が、おおむね傍聴した委員会の質疑でありました。 

 国土交通省は、公共工事の場合は公共工事標準仕様書を定めています。今回の解体工

事の場合、建築物解体工事共通仕様書、略して解体共通仕様書が詳細に決められていま

す。これが中身です。 

 国土交通省の令和４年度版では、第１章から第７章までの31ページにわたる仕様書が

決められております。そして、中を全部読んだのですが、第３章、解体施工には、第１節

から第13節まで詳細な項目があります。第12節には地下埋設物及び埋設配管、第13節に

は解体後の整地、第12節には特記による分別解体が指示されており、解体順序、方法が

書かれ、分別解体、破砕解体、転倒解体、部材解体などに分かれ、自立状態については、

柱、壁等が、他の架構、壁等から切り離され、自立した状態との説明書きもある。建築

物がある場合、本来擁壁が自立状態とは考えにくい、解体の設計専門に関わる会社であ

れば、そのことは経験則の範囲ではないか。 

 今回の解体工事には、設計料が1,089万円、施工管理を500万円で契約をしているが、

解体共通仕様書に従えば、市が試掘調査もせず、調査も指示もしていないからとしても、

柱、壁等が他の架構、壁等から切り離され、自立した状態ではないことは、本来予測可
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能な範囲と考えられる。 

 したがって、この設計書の内容による追加工事については認め難いので、議第94号 工

事請負契約の変更契約の締結については反対をいたします。 

 以上です。 

○議長（山崎 通君） 以上で発言通告された討論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 最初に、反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 討論はないものと認めます。これをもちまして、討論を終結いた

します。 

                                         

 日程第４ 採決 

○議長（山崎 通君） 日程第４、採決。 

 これより採決を行います。 

 議第78号 山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例について、お諮り

いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第79号 山県市監査委員条例の一部を改正する条例について、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第80号 山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について、お諮りいたし

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議がありますので、本案を原案のとおり決定することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山崎 通君） ありがとうございました。御着席ください。 

 起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議第81号 山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長の報告のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第82号 山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第83号 山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例について、お諮り

いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ
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れました。 

 議第84号 山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例について、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第85号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第７号）、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第86号 令和５年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、お諮りいた

します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第87号 令和５年度山県市介護保険特別会計補正予算（第３号）、お諮りいたしま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第88号 令和５年度山県市水道事業会計補正予算（第３号）、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第89号 令和５年度山県市下水道事業会計補正予算（第３号）、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第90号 工事請負契約の締結について、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第91号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、お諮りいたし

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第92号 山県市手数料条例の一部を改正する条例について、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 議第93号 令和５年度山県市一般会計補正予算（第８号）、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長の報告のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり可決さ
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れました。 

 議第94号 工事請負契約の変更契約の締結について、お諮りいたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議がありますので、本案を原案のとおり決定することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山崎 通君） ありがとうございました。御着席ください。 

 起立多数であります。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

                                         

 日程第５ 発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 

○議長（山崎 通君） 日程第５、発議第６号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求

める意見書についてを議題といたします。 

 総務産業建設委員会委員長の趣旨説明を求めます。 

 総務産業建設委員会委員長 田中辰典君。 

○総務産業建設常任委員会委員長（田中辰典君） 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを

求める意見書。 

 それでは、森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書に対する趣旨説明をい

たします。 

 我が国の森林は国土の７割を占め、温室効果ガスの排出を削減するとともに、災害防

止等を図るため、間伐などの森林整備を着実に実施していくための財源を安定的に確保

する観点から、令和元年度に森林環境譲与税が創設された。 

 現在、地方公共団体では、森林経営管理制度等に基づき、管理が行き届いていない森

林の整備のため、森林所有者への意向調査等に取り組んでいるが、所有者不明や境界未

確定森林の存在、担い手の不足等により、想定以上のコストがかかっているのが現状で

ある。 

 また、近年多発する豪雨によって起こる土砂崩れや洪水、浸水といった下流部の都市

住民にも被害が及ぶ災害から国民を守るためには、天然林を含め、様々な課題に対応し

た森林管理を進めていくことが必須となっている。 

 本市は、面積の約８割強を森林が占めており、こうした様々な課題に早急に対応し、

森林整備や人材育成、担い手確保といった取組を今後、本格化させていく必要があるが、
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今の譲与基準のままでは、多くの森林面積を抱える市町村において森林整備の費用に不

足が見込まれ、さらなる財源が必要となっている。 

 よって、国におかれては、森林面積の広い市町村が必要な森林整備をより一層推進す

ることができるよう、森林環境譲与税の算定基準の見直しを強く求める。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出しようとするものであります。 

 多くの皆様の御賛同をいただけるよう、よろしく御審議お願いいたします。 

○議長（山崎 通君） 御苦労さまでした。 

                                         

 日程第６ 質疑 

○議長（山崎 通君） 日程第６、質疑。 

 これより質疑を行います。 

 発言を許します。発言をどうぞ。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 質疑はないものと認めます。これをもちまして、質疑を終結いた

します。 

 ただいま議題となっております発議第６号については、会議規則第37条第２項の規定

により委員会付託はされません。 

                                         

 日程第７ 討論 

○議長（山崎 通君） 日程第７、討論。 

 これより討論を行います。 

 最初に、反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 討論はないものと認めます。これをもちまして、討論を終結いた

します。 
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 日程第８ 採決 

○議長（山崎 通君） 日程第８、採決。 

 これより、採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 可決されました意見書の取扱いについては、議長に一任願いたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、そのように取り計らいをさせてい

ただきます。 

                                         

 日程第９ 議員の派遣について 

○議長（山崎 通君） 日程第９、議員の派遣についてを議題といたします。 

 地方自治法第100条第13項及び山県市議会会議規則第160条第１項の規定により、議員

を派遣したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山崎 通君） 異議なしと認めます。よって、議員の派遣については、お手元に

配付のとおり派遣することに決定されました。 

                                         

○議長（山崎 通君） 以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 提案されました全議案につきまして、慎重に御審議、御決定を賜り、誠にありがとう

ございました。 

 これにて令和５年山県市議会第４回定例会を閉会いたします。 

午前10時31分閉会 

                                         

 地方自治法第123条の規定によりここに署名する。 

 

山県市議会議長   山  崎     通 



－ 114 － 

 

８ 番 議 員   郷     明  夫 

 

９ 番 議 員   操     知  子 
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